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はじめに

購入 このたびは MS50/TS50/TM50 本体をお買い上げいただき、 あ りがと う ございます。

このマニュアルでは、 安全管理の重要な点および器械の設置と操作方法について説明し
ています。 詳細については、 "1 使用上のご注意 " を参照し て く だ さい。

器械の電源を入れる前に、 このマニュアルをよ く お読み く だ さい。

器械の識別 器械の機種名と シ リ アルナンバーは、 型式プレー ト に記載されています。

代理店または Leica Geosystems 認定サービスセン ターへご連絡いただ く 際は、 必ずこの
機種名と シ リ アルナンバーをお知らせ く だ さい。

商標 • Windows （米国および諸外国の Microsoft Corporation の登録商標）

• Bluetooth® は Bluetooth SIG 社の登録商標です。

• SD ロゴは、 SD-3C, LLC. の商標です。

それ以外の商標はすべて、 商標を保有する各社に帰属し ます。

本取扱説明書の適用範
囲

このユーザーマニュアルは、 MS50/TS50/TM50 に適用し ます。 各モデル間に差違がある
場合には、 その都度、 差異が分かるよ う に記載し ています。

利用可能な
マニュアル類

MS50/TS50/TM50 のすべてのマニュアルと ソ フ ト ウ ェ アについては、 以下を参照し て く
だ さい。

• LeicaUSB ド キュ メ ン ト カー ド

• https://myworld.leica-geosystems.com

名称 説明 / フ ォーマ ッ ト

MS50/TS50/TM
50 ク イ ッ クガ
イ ド

製品の概要と、 テ クニカルデータおよび使用上のご注意が
記載されています。 ク イ ッ ク リ フ ァ レンスガイ ド です。

 

MS50/TS50/TM
50 ユーザーマ
ニュアル

製品の基本的な操作の説明のすべてが、 本ユーザーマニュ
アルに記載されています。 システムの概要や、 テ クニカル
データ、 安全管理についての情報が記載されています。

- 

名前 説明 / フ ォーマ ッ ト

Nova Series テ ク
ニカル リ フ ァ
レンス マニュ
アル 

製品およびアプ リ ケーシ ョ ン機能全体の包括的なガイ ド で
す。 特別なソ フ ト ウ ェ ア / ハー ド ウ ェ アの設定と ソ フ ト
ウ ェ ア / ハー ド ウ ェ アの機能の詳細な説明を記載し ていま
す。 専門技術者向けです。

- 
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myWorld@Leica Geosystems （https://myworld.leica-geosystems.com） では、 さ まざまな
サービス、 情報、 ト レーニング資料を提供し ています。 

マイワールド に直接アクセスする こ とによ り、 24 時間いつでも必要な と きに、 すべての
関連サービスを利用する こ とができます。 このサービスによ り、 お客様の作業効率が向
上する と と もに、 ラ イ カジオシステムズからの最新情報をすぐにお知らせし た り、 お客
様の器械をア ッ プデー ト する こ とができます。 

サービス 解説

マイプロダク ト お客様が所有されている ラ イ カジオシステムズの全ての Leica 
Geosystems 製品を追加し ます。 お持ちの製品の詳細情報の閲覧、 カス
タ マー ・ ケア ・ パッ ケージ （CCP） などのオプシ ョ ンの追加購入、 製
品ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト 、 最新の文書類の入手が可能です。

マイサービス ラ イ カジオシステムズの Leica Geosystems サービスセン ターでの製品
のサービス履歴や、 製品に行ったサービスに関する詳細情報を閲覧で
きます。  現在、 製品がラ イ カジオシステムズのサービスセン ターにあ
る場合は、 現在の作業の状況と作業終了予定日を確認できます。

マイサポー ト 製品に関するサポー ト を リ ク エス ト する と、 お近 く のラ イ カジオシス
テムズのサポー ト チームから回答が得られます。 サポー ト に関する全
体の履歴や過去のサポー ト リ ク エス ト を参照し たい場合、 各リ ク エス
ト の詳細情報を閲覧できます。

マイ ト レーニン
グ

サポー ト に関する全体の履歴や過去のサポー ト リ ク エス ト を参照し た
い場合、 各リ ク エス ト の詳細情報を閲覧できます。 製品に関する最新
のオン ラ イ ン ト レーニングで学習し た り、 ト レーニング資料をダウン
ロー ド する こ とができます。 製品の最新ニュースを入手し た り、 国内
のセ ミ ナーや講座に登録する こ とができます。

マイ ト ラステ ッ
ド サービス

最大限のセキュ リ テ ィ ーを提供できる一方で生産性の向上にもな り ま
す。

• マイエ クスチ ェ ンジ
マイエ クスチ ェ ンジを利用し て各種フ ァ イルや測定値等をお客様の
コ ンピ ュータの交換し たい内容 Leica と変える こ とができます。

• mySecurity
万が一あなたの器械が盗難にあった場合、 器械の動作システムを
ロ ッ クする機能が働き以降使用する こ とができな く な り ます。
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1 使用上のご注意

1.1 使用にあたって

説明 以下の説明は、 本製品の取扱責任者および器械を実際に使用するすべての人が操作上の
危険を予想し、 回避するためのものです。

取扱責任者は、 操作するすべての人に危険性と、 その危険性への対応を指導する責任を
負います。

警告表示について 警告は機器を安全にご使用いただ く ための重要な メ ッ セージです。 何か障害が生じ る場
合や生じ る可能性がある こ と を表し ます。

警告 表示
• 機器使用にあた り、 直接 ・ 間接に障害が起こ り える際にユーザへ知らせます。

• 一般的な諸注意について説明し ます。 

器械を安全にご使用いただ く ため、 使用方法やメ ッ セージを十分に理解し、 従っ て く だ
さい。 また、 この器械を使用するすべての人がいつでも このマニュアルを参照できるよ
う にし て く だ さい。

危険、 警告、 注意、 および説明は人体への傷害や施設への損傷などに関係する危険性と
その程度を表し ています。 安全のために以下をお読みいただき、 ご理解いただ く こ とが
重要です。 シンボルマーク を各説明にも付与し てあ り ます。

タ イプ 説明

� 危険 この記載が遵守されない場合、 すぐにも人身事故 （死亡または重
傷） につながる事項を示し ます。

� 警告 この記載が遵守されない場合、 人身事故 （死亡または重傷） につ
ながる可能性が高い事項を示し ます。

� 注意 この記載が遵守されない場合、 中程度の人身傷害を生じ る可能性
が高い事項を示し ます。

予告 , 注意
この記載が遵守されない場合、 かな りの物質的 ・ 経済的損失、 環
境上の損害を生じ る可能性が高い事項を示し ます。

 器械を技術的に正し く 、 有効に使用するために、 操作に際し て遵
守されるべき重要な項目を示し ます。
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1.2 想定される作業

器械の意図的用途 • 水平角と鉛直角の測定

• 距離の測定

• 測定値の記録

• 画像の取り込みと記録

• プ リズムの自動視準と自動追尾

• 視準方向および垂直軸の視覚化

• 製品のリ モー ト コ ン ト ロール

• 外部機器とのデータ通信

• GNSS 衛星からの搬送波位相およびコー ド 信号による生データ測定および座標計算

• GNSS および測点関連データの記録

• ソ フ ト ウ ェ アによる計算

不適切な使用 • 取扱説明を十分理解せずに製品を使用する こ と

• 意図し た使用制限を超えた使用

• 安全システムを無効にする こ と

• 明らかな機器損傷状態での使用

• 特殊な用途のために特別に許可されている場合を除いて、 製品を分解する こ と

• 製品の変更、 あるいは改造

• 盗難の器械である こ と を承知し ての使用

• 損傷または欠陥が明らかなのにもかかわらず製品を使用する こ と

• Leica Geosystems の承認な し で他社のアクセサリーを組み合わせて使用する こ と

• 路上での測定など、 測量現場で十分な安全対策を取ら ない場所での使用

• 太陽の直接視準

1.3 使用の範囲

環境 本製品は人が居住できる環境での使用に適し てお り、 過酷な環境、 あるいは爆発の危険
がある環境での使用には適し ていません。

� 危険 危険を伴う 場所、 あるいは電気施設またはその他の類似施設の近 く で作業する と きは、
事前に取扱責任者が地元安全管理当局や安全管理専門家に相談し て く だ さい。

1.4 責任

製品の製造者 Leica Geosystems AG （CH-9435 Heerbrugg、 以下、 Leica Geosystems と表記） は、 安全な
条件での製品、 ユーザーマニュアル、 およびオ リ ジナルのア クセサリーの供給に責任を
負います。

本製品の取扱責任者 本製品の取扱責任者には次のよ う な責任があ り ます ：

• 製品に表示された安全上の指示と マニュアルの内容を理解する こ と

• 使用する場所での安全管理と事故予防に関する規定に精通し ている こ と

• 安全対策と事故予防に関し て、 使用地域での規定に精通し ている こ と

• 製品およびアプ リ ケーシ ョ ンプログラムの安全性が損なわれた と判断し た と きは、 す
ぐに Leica Geosystems に連絡する こ と

• 無線やレーザーに関する国内法、 規制や条件について、 必ず確認し て く だ さい。
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1.5 使用上の危険

� 注意 本製品を落と し た と き、 使用法を誤った と き、 あるいは改造し た と き、 また長期の保管
または輸送後は、 正しい測定結果が得られない可能性があ り ます。 測定値の誤差に注意
し て く だ さい。

予防措置 :

マニュアルに従っ て定期的にテス ト 観測と現場での調整を行って く だ さい。 特に、 本製
品を通常でない方法で使用し た後や、 重要な測定の前後には、 必ずテス ト 観測を行っ て
く だ さい。

� 危険 送電線や電車の線路など 、 電気施設の近 く でポールや延長ポールを使用する と感電の恐
れがあ り、 大変危険です。

予防措置 :

電気施設から十分な距離を確保し て く だ さい。 このよ う な環境で作業を行う場合は、 最
初に電気設備の安全管理責任者に相談し、 指示に従っ て く だ さい。

予告 , 注意
測量器械を リ モー ト コ ン ト ロールする際は、 無関係の目標を捉えて測定する可能性があ
り ます。

予防措置 :

リ モー ト コ ン ト ロールモー ド で測定する場合は、 常に測定結果の妥当性を確認し て く だ
さい。

� 注意 製品を太陽の方角に向ける場合には注意し て く だ さい。 望遠鏡が拡大鏡のよ う に作用し
て、 測定者の目を傷つけた り、 製品内部を損傷させた りする可能性があ り ます。

予防措置 :

製品を直接太陽に向けないで く だ さい。

� 警告 測量作業など移動を伴う 計測では、 環境、 た と えば障害物や掘削し た穴、 通行車両など
に対する注意を怠る と、 事故が発生する恐れがあ り ます。

予防措置 :

 本製品の取扱責任者は、 起こ り う る危険に十分注意を払う よ う、 全作業者に指示し て く
だ さい。

� 警告 路上、 建築現場、 あるいは工場など危険な場所で測量する時に安全対策が不十分だ と事
故の元にな り ます。

予防措置 :

常に測量現場の安全を確保し て く だ さい。 安全および事故予防規定や交通規則を遵守し
て く だ さい。

� 注意 製品と共に使用するアクセサリーがし っかり と固定できておらず、 かつ本製品が機械的
な衝撃 （吹き飛ばされる、 落下するなど） を受ける危険がある場合は、 製品が破損し た
り、 人身事故が起きる恐れがあ り ます。

予防措置 :

本製品を設置する場合、 ア クセサリーが正し く 合っ ているか、 フ ィ ッ ト し ているか、 安
全か、 ロ ッ ク されているかを確認し て く だ さい。

本製品が、 機械的な衝撃を受けないよ う に注意し て く だ さい。
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� 警告 本製品を支柱や標尺、 ポールなどのアクセサリーと共に使用する場合は、 落雷の危険度
が大き く な り ます。

予防措置 :

雷雨のと きは 本製品を使用し ないで く だ さい。

� 警告 バッ テ リーの運搬、 出荷、 廃棄の際、 不慮の機械的衝撃によ り火災が発生する恐れがあ
り ます。

予防措置 :

製品の輸送または廃棄処分を行な う前に、 バッ テ リー残量がな く なるまでバッ テ リーを
完全に放電し て く だ さい。

バッ テ リーを輸送、 または移送する場合、 器械の担当者は、 適用される国内法規や国際
法規が遵守されている こ と を確認し て く だ さい。 運搬または出荷にあたっては、 お近 く
の運送会社にご相談 く だ さい。

� 警告 機械的な強い衝撃、 高い外気温、 または液体に浸すこ とは、 バッ テ リーの液漏れ、 火災、
爆発の原因と な り ます。

予防措置 :

バッ テ リーを機械的な衝撃と周囲の高温から保護し て く だ さい。 バッ テ リーを液体に落
と し た り、 浸漬し ないで く だ さい。

� 警告 バッ テ リーをポケ ッ ト に入れたままにし た り、 持ち運んだ りする と き、 貴金属、 鍵、 金
属コーテ ィ ング し た紙、 あるいはその他の金属に触れる と、 バッ テ リー端子がシ ョ ー ト
し て過熱し、 人身事故あるいは火災の原因と な り ます。

予防措置 :

バッ テ リー端子を金属と接触させないよ う に注意し て く だ さい。

� 警告  本製品を不当に廃棄処分する と、 次のよ う な事態が起きる危険があ り ます ：

• ポ リ マー部分が燃焼する と有毒ガスが発生し、 健康に悪影響を与える場合があ り ま
す。

• バッ テ リーが破損し た り強 く 熱せられる と、 爆発、 毒物の発生、 火事、 腐食、 あるい
は環境汚染の原因にな り ます。

• 製品を無責任に廃棄処分にする と、 使用資格のない人が規定を守らずに使用し、 彼ら
自身あるいは第三者が重傷を負う 危険にさ ら された り、 環境を汚染する こ とにな り ま
す。

予防措置 :

本製品特有の手入れや廃棄物管理についての情報は、 Leica Geosystems のホームページ
（http://www.leica-geosystems.com/treatment） からダウンロー ド できるほか、 Leica 
Geosystems の販売代理店から入手する こ と もできます。

� 警告 本製品を修理できるのは、 Leica Geosystems のサービスセン ターだけです。

この製品は家庭ゴ ミ と一緒に廃棄する こ とはできません。

本製品の処分は、 それぞれの国の規定に従って適切に行って く だ さい。

資格のない人が本製品に触れる こ とのないよ う に注意し て く だ さい。
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1.6 レーザーク ラス

1.6.1 一般事項

一般事項 以降の章では、 国際規格 IEC 60825-1 （2014-05） およびテ クニカルレポー ト  IEC TR 
60825-14 （2004-02） に従って、 レーザーの安全性に関する指示と ト レーニングについて
の情報を提供し ます。 この情報は、 製品の取扱責任者、 および実際に器械を使用する担
当者が、 使用中の危険を予測 ・ 回避できるよ う にする ものです。 

1.6.2 プ リズム使用の測定システム

一般 本製品内蔵の EDM モジュールで可視レーザー光線が生成され、 望遠鏡の対物レンズから
照射されます。

こ こ で説明するレーザー製品は、 以下に準拠し たレーザーク ラス 1 と し て分類されます。

• IEC 60825-1 (2014-05): 「レーザー製品の安全性」

これらの製品は通常考えられる適切な動作条件では安全であ り、 このマニュアルに従っ
て製品を使用 ・ 保守し ている場合、 レーザー光線が目に入っ ても危険はあ り ません。

ラベル表示

 IEC TR 60825-14 （2004-02） に従い、 レーザーク ラス 1、 ク ラス 2、 およびク ラ
ス 3R に分類される製品では、 次の項目は不要です。

• レーザー安全管理者の関与

• 保護用の衣類やメ ガネ類

• レーザー作業領域を示す特別な警告標識

上記は、 眼に対する危険レベルが低いこ とから、 このユーザーマニュアルで定義
されている とお り に製品を使用 ・ 操作する場合です。

 レーザーの安全基準について、 IEC 60825-1 (2014-05) および IEC TR 60825-14 
(2004-02) よ り厳しい国内法や規制が定められている こ とがあ り ます。

項目 値

TS50/TM50 MS50

1&SP;kHz 658 nm

値 （<XRef id="1" result="R400"/> / 
<XRef id="2" result="R1000"/>）

0.34 mW 0.33 mW

パルス幅 800 ps 700 ps

パルス反復周波数 (PRF) 100 MH ｚ 1.1 MH ｚ

ビーム発散 1.5 mrad x 3 mrad

a) レーザー光線005030_002

a
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1.6.3 ノ ンプ リズムの測定システム

一般 本製品内蔵の EDM モジュールで可視レーザー光線が生成され、 望遠鏡の対物レンズから
照射されます。

この項で説明し ているレーザー製品は、 次の規格に従って、 レーザーク ラス 3R に分類さ
れます。

• IEC 60825-1 (2014-05): 「レーザー製品の安全性」

内部光線を直接目視する と （特に意図的にのぞき込む行為）、 危険 （低レベルな目の障
害） を伴う 可能性があ り ます。 光線は、 特に周辺が暗い状況では、 眩惑、 閃光による視
力喪失、 残像などを引き起こす可能性があ り ます。 レーザーク ラス 3R 製品の使用によ っ
て負傷する危険性は、 次の理由から限られています。

a) 偶然、 光線が目に入った と し ても、 最悪の条件 （光線と瞳孔が一直線上になるよ
う な位置関係など） に当てはまる こ とはほとんどない

b) レーザー光線の MPE （Maximum Permissible Exposure ： 最大許容露光量） には元々、
安全性を考慮し て余裕が確保されている

c) 強い可視光線が目に入った場合、 人は反射的に目を閉じ る

� 注意 安全性の観点から、 ク ラス 3R レーザー製品は危険性が高いものと し て取り扱う必要があ
り ます。

予防措置 :

1) 安全性の観点から、 ク ラス 3R のレーザー製品は人に危険を もたらす恐れがある もの
と し て取り扱わなければな り ません。

2) 光線を他の人に向けないで く だ さい。

� 注意 直接ビームだけでな く 、 プ リズム、 窓、 鏡、 金属面などの反射面に向けた反射ビームも
危険な場合があ り ます。

予防措置 :

1) レーザーの直視だけではな く 、 プ リズム、 ウ ィ ン ド ウ、 ミ ラーや金属面などからの
レーザーの反射も危険を もたらす恐れがあ り ます。

2) 鏡や、 望ま し く ない反射を引き起こす恐れのあるその他の場所を視準し ないで く だ さ
い。 プ リズムを視準できるのは、 望遠鏡でのぞいている場合のみです。

項目 値

TS50/TM50 MS50

1&SP;kHz 658 nm

最大平均放射出力 4.8 mW 1.7 mW

パルス幅 800 ps 1.5 ns

パルス反復周波数 (PRF) 100 MH ｚ 2 MH ｚ

ビーム発散 0.2 mrad x 0.3 mrad

NOHD (Nominal Ocular Hazard Distance) 
@ 0.25s

44 m 21 m
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ラベル表示

レーザー光線照射
光線が直接目に入ら ないよ う

にする こ と。
ク ラス 3R レーザー製品、 IEC 

60825-1
(2014 - 05)

Pav = 4.8 mW

 = 658 nm

tp = 1.5 ns

005031_002

Pav = 1.8mW   λ = 658nm   tp = 1500ps
IEC 60825-1:2014 

Complies with FDA performance standards for laser products except for
deviations pursuant to Laser Notice No. 50, dated June 24, 2007.

This device complies with part 15 of the FCC Rules.
Operation is subject to the following two conditions:
(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) This device must accept any interference received, including interference
that may cause undesired operation.

1 2 3 4 5 6
S.No.:

1 2 3 4 5 6
Art.No.:

Equip.No.: 1234567
Power: 12-18V    40W max
Leica Geosystems AG
CH-9435 Heerbrugg
Manufactured: 20XX
Made in Switzerland

XX50Type:

005032_002
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1.6.4 赤色レーザーポイ ン ター

一般事項 赤色レーザーポイ ン ターは製品に組み込まれお り、 望遠鏡よ り照射されます。

この項で説明し ているレーザー製品は、 次の規格に従って、 レーザーク ラス 3R に分類さ
れます。

• IEC 60825-1 (2014-05): 「レーザー製品の安全性」

内部光線を直接目視する と （特に意図的にのぞき込む行為）、 危険 （低レベルな目の障
害） を伴う 可能性があ り ます。 光線は、 特に周辺が暗い状況では、 眩惑、 閃光による視
力喪失、 残像などを引き起こす可能性があ り ます。 レーザーク ラス 3R 製品の使用によ っ
て負傷する危険性は、 次の理由から限られています。

a) 偶然、 光線が目に入った と し ても、 最悪の条件 （光線と瞳孔が一直線上になるよ
う な位置関係など） に当てはまる こ とはほとんどない

b) レーザー光線の MPE （Maximum Permissible Exposure ： 最大許容露光量） には元々、
安全性を考慮し て余裕が確保されている

c) 強い可視光線が目に入った場合、 人は反射的に目を閉じ る

� 注意 安全性の観点から、 ク ラス 3R レーザー製品は危険性が高いものと し て取り扱う必要があ
り ます。

予防措置 :

1) 安全性の観点から、 ク ラス 3R のレーザー製品は人に危険を もたらす恐れがある もの
と し て取り扱わなければな り ません。

2) 光線を他の人に向けないで く だ さい。

� 注意 直接ビームだけでな く 、 プ リズム、 窓、 鏡、 金属面などの反射面に向けた反射ビームも
危険な場合があ り ます。

予防措置 :

1) レーザーの直視だけではな く 、 プ リズム、 ウ ィ ン ド ウ、 ミ ラーや金属面などからの
レーザーの反射も危険を もたらす恐れがあ り ます。

2) 鏡や、 望ま し く ない反射を引き起こす恐れのあるその他の場所を視準し ないで く だ さ
い。 プ リズムを視準できるのは、 望遠鏡でのぞいている場合のみです。

項目 値

TS50/TM50 MS50

1&SP;kHz 658 nm

最大平均放射出力 4.8 mW 1.7 mW

パルス幅 800 ps 1.5 ns

パルス反復周波数 (PRF) 100 MH ｚ 2 MH ｚ

ビーム発散 0.2 mrad x 0.3 mrad

NOHD (Nominal Ocular Hazard Distance) 
@ 0.25s

44 m 21 m
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ラベル表示

レーザー光線照射
光線が直接目に入ら ないよ う

にする こ と。
ク ラス 3R レーザー製品、 IEC 

60825-1
(2014 - 05)

Pav = 4.8 mW

 = 658 nm

tp = 1.5 ns

005031_002

Pav = 1.8mW   λ = 658nm   tp = 1500ps
IEC 60825-1:2014 

Complies with FDA performance standards for laser products except for
deviations pursuant to Laser Notice No. 50, dated June 24, 2007.

This device complies with part 15 of the FCC Rules.
Operation is subject to the following two conditions:
(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) This device must accept any interference received, including interference
that may cause undesired operation.

1 2 3 4 5 6
S.No.:

1 2 3 4 5 6
Art.No.:

Equip.No.: 1234567
Power: 12-18V    40W max
Leica Geosystems AG
CH-9435 Heerbrugg
Manufactured: 20XX
Made in Switzerland

XX50Type:

005032_002
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1.6.5 望遠鏡カ メ ラのオー ト フ ォーカス機能

一般事項 Leica Nova シ リーズの TS50、 TM50 I および MS50 は、 オー ト フ ォーカス機能付きの同軸
望遠鏡カ メ ラ を備えています。

オー ト フ ォーカス機能を使用する場合、 可視レーザー光線が望遠鏡から照射される場合
があ り ます ( フ ォーカスモー ド によ り ます )。

こ こ で説明するレーザー製品は、 以下に準拠し たレーザーク ラス 1 と し て分類されます。

• IEC 60825-1 (2014-05): 「レーザー製品の安全性」

これらの製品は通常考えられる適切な動作条件では安全であ り、 このマニュアルに従っ
て製品を使用 ・ 保守し ている場合、 レーザー光線が目に入っ ても危険はあ り ません。

ラベル表示

項目 値

TS50/TM50 I MS50

波長 658 nm

最大平均出力 0.37 mW 0.1 mW

パルス幅 800 ps 1.5 ns

パルス反復周波数 (PRF) 100 MH ｚ イ レギュ ラーパッ ケー
ジ

最大 670 kHz

ビーム発散 0.2 mrad x 0.3 mrad

a) レーザー光線005030_002

a
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1.6.6 自動視準 （ATR）

一般 製品内蔵の自動視準機構で不可視レーザー光線が生成され、 望遠鏡の対物レンズから照
射されます。

こ こ で説明するレーザー製品は、 以下に準拠し たレーザーク ラス 1 と し て分類されます。

• IEC 60825-1 (2014-05): 「レーザー製品の安全性」

これらの製品は通常考えられる適切な動作条件では安全であ り、 このマニュアルに従っ
て製品を使用 ・ 保守し ている場合、 レーザー光線が目に入っ ても危険はあ り ません。

ラベル表示

項目 値

TM50 TS50 MS50

波長 785 nm

最大平均放射出力 3 mW 4.4 mW

パルス幅 17 ms

パルス繰り返し周波数 (PRF) 29 Hz 180 Hz

ビーム発散 11 mrad 25 mrad

a) レーザー光線005030_002

a
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1.6.7 パワーサーチ （PS）

 MS50 TS50 I においてのみ適用できます。

一般 本製品内蔵のパワーサーチ機構で不可視レーザー光線が生成され、 望遠鏡の正面から照
射されます。

こ こ で説明するレーザー製品は、 以下に準拠し たレーザーク ラス 1 と し て分類されます。

• IEC 60825-1 (2014-05): 「レーザー製品の安全性」

これらの製品は通常考えられる適切な動作条件では安全であ り、 このマニュアルに従っ
て製品を使用 ・ 保守し ている場合、 レーザー光線が目に入っ ても危険はあ り ません。

ラベル表示

項目 値

波長 850 nm

最大平均放射出力 11 mW

パルス幅 20ns、 40ns

パルス繰り返し周波数 (PRF) 24.4kHz

ビーム発散 0.4 mrad x 700 mrad

a) レーザー光線005033_002

a
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1.6.8 ガイ ド ラ イ ト （EGL）

 MS50 TS50 I においてのみ適用できます。

一般 本製品内蔵のガイ ド ラ イ ト で可視 LED 光線が生成され、 望遠鏡の正面から照射されま
す。

 この項で説明し ている製品は、 IEC 60825-1 （2014-05） ： 「Safety of laser products
（レーザー製品の安全性）」 の適用範囲外です。

この項で説明し ている製品は IEC 62471 （2006-07） の規定では適用除外のグルー
プに分類され、 この取扱説明書に従って製品を使用 ・ メ ンテナンス し ている場
合、 人体に危険はあ り ません。

a) LED 光線 （赤色）
b) LED 光線 （黄色）005034_002

a
b
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1.6.9 レーザー求心装置

一般 本製品内蔵のレーザー求心器で可視赤色レーザー光線が生成され、 本製品の下部から照
射されます。

本セク シ ョ ンに記載するレーザー製品は、 以下に従っ てレーザーク ラス 2 に分類されま
す ：

• IEC 60825-1 (2014-05): 「レーザー製品の安全性」

このク ラスの製品は光線が一時的に目に入っ ても安全ですが、 意図的に光線を凝視する
と危険な場合があ り ます。 光線は、 特に周辺が暗い状況では、 眩惑、 閃光による視力喪
失、 残像などを引き起こす可能性があ り ます。

� 注意 安全性の観点から、 ク ラス 2 レーザー製品は本来、 目に安全な製品ではあ り ません .

予防措置 :

1) ビームを直接覗き込んだ り、 反射物からの間接的なビームを直視し ないで く だ さい .

2) 人間や動物に対し てレーザーを照射し ないで く だ さい .

ラベル表示

項目 値

波長 640 nm

最大平均放射出力 0.95 mW

パルス幅 10 ms - cw

パルス繰り返し周波数 (PRF) 1 kHz

ビーム発散 <1.5 mrad

レーザー光線照射
直接目の暴露を避ける こ と

ク ラス ２ レーザー製品
IEC 60825-1 準拠

(2014 - 05)
Pav = 0.95 mW

 = 640 nm 

a) レーザー光線
b) レーザー光線の射出口
005036_001

a
b
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1.7 電磁障害の許容値

説明 電磁障害の許容値とは、 電磁気が放出、 および静電気が放電し ている環境で、 製品が支
障な く 機能し、 また他の機器を妨害し ない能力を意味し ます。

� 警告 電磁気の放出が他の機器を妨害する可能性があ り ます。

本製品は厳しい規定と規格に適合し ていますが、 Leica Geosystems は他の機器を妨害す
る可能性を完全には否定できません。

� 注意 本製品を他社のアクセサリー （フ ィ ールド コ ンピ ュータ、 パソ コ ン、 その他の電子機器、
標準外ケーブルまたは外部バッ テ リーなど） と一緒に使用する場合、 アクセサリーが他
の機器を妨害する可能性があ り ます。

予防措置 :

Leica Geosystems が推奨するアクセサリーのみ使用し て く だ さい。 これら推奨品を本器
械と組み合わせて使用する限り、 ガイ ド ラ イ ン と規格に定められた厳しい必要事項が満
た されます。 コ ンピ ュータやその他の電子機器を使用する場合、 その機器の製造者が示
す 「電磁障害の許容値」 に関する情報に注意し て く だ さい。

� 注意 電磁波の放出による障害が原因で、 測定エ ラーが起きる可能性があ り ます。

本器械は、 この点で厳しいガイ ド ラ イ ン と規格に適合し ていますが、 Leica Geosystems 
は、 近 く にある無線送信機や双方向無線電話、 デ ィ ーゼル発電機などからの非常に強い
電磁波によ っ て本器械が妨害を受ける可能性を完全には否定できません。

予防措置 :

このよ う な状況で得られた測定結果については、 妥当性を確認し て く だ さい。

� 注意 本器械の端子に接続ケーブル （外部電源ケーブル、 イ ン ターフ ェ イスケーブルなど） の
片端だけを接続し、 他端を接続せずに操作する と、 許容レベルを超える電磁波が放出さ
れ、 他の機器の正しい動作を妨害する こ とがあ り ます。 

予防措置 :

本器械を使用する場合、 例えば本器械と外部バッ テ リー、 または本器械と コ ンピ ュータ
をつなぐケーブルの両端を必ず接続し て く だ さい

無線機、 またはデジ タ
ル携帯電話

無線機またはデジ タル携帯電話を接続し た機器の使用 ：

� 警告 電磁場は、 ペース メ ーカーや補聴器、 飛行機など他の装置、 設備、 医療機器などを妨害
する恐れがあ り ます。 人間や動物にも影響を及ぼす可能性があ り ます。

予防措置 :

本製品は、 厳しい規定と規格に適合し ていますが、 Leica Geosystems は他の機器を妨害
し た り、 人間や動物に影響を及ぼす可能性を完全には否定できません。

• ガソ リ ンス タ ン ドや化学工場の近 く 、 または爆発の危険性のあるその他の場所で、 無
線またはデジ タル携帯電話に接続し た本製品を使用し ないで く だ さい。

• 医療機器の近 く で、 無線またはデジ タル携帯電話に接続し た本製品を使用し ないで く
だ さい。

• 飛行機の中で、 無線またはデジ タル携帯電話に接続し た本製品を使用し ないで く だ さ
い。
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1.8 FCC 規定 （ア メ リ カ合衆国で適用）

 以下の背景がグレーの説明は、 無線を搭載し ない製品のみに適用されます。

� 警告

� 警告 Leica Geosystems の承認な しに器械を改造または修理し た場合、 器械を操作する権利を
放棄し たものとみな し ます。

ラベル表示
MS50/TS50/TM50

ラベル表示 GS08plus、
GS12

テス ト の結果、 本器械は FCC 規定の第 15 条に定める ク ラス B のデジ タル装置の制限内
である こ とが確認されま し た。
このこ とは住居環境に設置し て通常の状態で使用する場合、 他の機器を妨害するレベル
および他の機器から妨害を受けないレベルが、 問題ないレベルである こ と を示し ていま
す。
本製品は、 無線周波のエネルギーの発生、 使用、 放射を行います。 不正な設置や使用に
おいては、 無線通信の障害の原因になる こ とがあ り ます。 ただ し、 設置場所や設置方法
によ らず、 無線通信障害の原因と なら ない保証はあ り ません。
本器械の電源のオン / オフに際し てラジオやテレビの受信障害が発生する場合は、 以下
の方法の １ つまたはい く つかを実行し て障害を回避し て く だ さい ：
• 受信アンテナの方向または場所を変える

• 設備と受信機の間隔を開ける

• 受信機を接続し ている回路とは別のコ ンセン ト に設備を接続する

• 販売代理店またはラジオ / テレビの技術者に相談する

Pav = 1.8mW   λ = 658nm   tp = 1500ps
IEC 60825-1:2014 

Complies with FDA performance standards for laser products except for
deviations pursuant to Laser Notice No. 50, dated June 24, 2007.

This device complies with part 15 of the FCC Rules.
Operation is subject to the following two conditions:
(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) This device must accept any interference received, including interference
that may cause undesired operation.

1 2 3 4 5 6
S.No.:

1 2 3 4 5 6
Art.No.:

Equip.No.: 1234567
Power: 12-18V    40W max
Leica Geosystems AG
CH-9435 Heerbrugg
Manufactured: 20XX
Made in Switzerland

XX50Type:

005032_002

005039_001
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ラベルの記載 GS14

ラベル表示 GS15

FCC のラベル表示
GEB242

008606_001

008607_001

008682_001
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バッ テ リーのラベル表
示 GEB212、 GEB222

008611_001

008610_001
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ラベル表示 　 無線ハン
ドル

RH16

RH17

008612_001

008613_001
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2 システムの説明

2.1 システムの構成

主要構成部品

用語 ・ 略語 この取扱説明書では、 次の用語 ・ 略語を使用し ています。

構成部品 説明

MS50/TS50/TM50 • 測定、 計算、 およびデータ取得をする器械

• 0.5″,1″ の精度ク ラスに対応する各種モデルがあ り ます。

• ア ド オンの GNSS システムとの統合によ り、 SmartStation
（スマー ト ステーシ ョ ン） を構成し ます。

• CS フ ィ ールド コ ン ト ローラーと併せて、 リ モー ト コ ン ト
ロールによる測量を実行。

• LGO と接続し、 データ を表示 / 交換 / 管理。

CS フ ィ ールド コ ン ト
ローラー

MS50/TS50/TM50 を リ モー ト コ ン ト ロールできる多用途
フ ィ ールド コ ン ト ローラー。

LGO/Infinity データの表示、 交換、 および管理ができる、 標準的で拡張性に
優れたプログラム一式からなるオフ ィ スソ フ ト ウエア。

004450_001

CS15

MS50/TS50/TM50

用語 説明

RCS リ モー ト コ ン ト ロール測定 （Remote Control Surveying）

EDM 電子距離測定 （Electronic Distance Measurement）

EDM は、 距離測定を可能にする本体内蔵のレーザー測定システムを
指し ます。

次の 2 種類の測定モー ド を使用できます。

• プ リズムモー ド . このモー ドは、 プ リズムまでの距離を測定する
機能を指し ています。 TS50/TM50 では、 LO モー ドの実装によ り、
プ リズムまでの長距離の測定に対応し ます。 MS50 では、 STD
モー ド が、 プ リズムまでの長距離を含む、 すべての距離レンジに
対し て使用されます。

• ノ ンプ リズムモー ド  このモー ドは、 プ リズムを使用せずに距離を
測定する機能を指し ています。

ピンポイ ン ト ピンポイ ン ト は、 小サイズのレーザースポ ッ ト で広範囲の測定を可
能にする ノ ンプ リズム方式の EDM テ ク ノ ロジーを指し ています。 次
の 2 つのオプシ ョ ンを使用できます。 R1000 および R2000。

EGL ガイ ド ラ イ ト （Electronic Guide Light）
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EGL は、 プ リズム側の作業者が望遠鏡の向いている方向の位置を決
定するのに使用し ます。 器械本体の望遠鏡ハウジングに配置された
異なる 2 色のフ ラ ッ シングラ イ ト で構成されています。 プ リズムを
保持し ている測定者自身が本体の照準線に合わせて調整できます。

ATR 自動視準

ATR は、 プ リズムに対する自動視準を可能にする本体センサーを指
し ています。

オー ト フ ォーカス オー ト フ ォーカス機能付きの器械は、 望遠鏡に自動焦点機能があ り
ます。

オー ト メ ーシ ョ ン
型

視準モー ド を備えた器械は、 オー ト メ ーシ ョ ン型 (Automated) と呼ば
れます。

視準モー ドは、 プ リズムに対する自動視準を可能にする本体セン
サーを指し ています。

視準モー ド には、 3 つの自動モー ドがあ り ます。

• 手動 : 非視準モー ド - 非自動、 ロ ッ ク な し

• 自動 : プ リズムに対する自動視準

• ロ ッ ク : 既に捉えたプ リズムを自動追尾

望遠鏡カ メ ラ カ メ ラは、 本体の望遠鏡 (30 倍の望遠レンズを使用 ) と同軸上に設置
されています。

オーバービ ューカ
メ ラ

オーバービ ューカ メ ラは、 望遠鏡収納部の上部に設置され、 光学倍
率はな く 、 固定焦点です。

パワーサーチ パワーサーチは、 プ リズムの高速自動検出を可能にする本体セン
サーを指し ています。

SmartStation Leica ア ド オンの GNSS システムと統合された Nova TPS 本体であ り、
SmartStation を構成するハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの構成品
が含まれます。

SmartStation （スマー ト ステーシ ョ ン） の構成品には、 SmartAntenna
（スマー ト アンテナ） と SmartAntenna Adapter （スマー ト アンテナア
ダプ ター） が含まれます。

SmartStation （スマー ト ステーシ ョ ン） には、 本体の配置座標を決定
するための設定方法が追加で用意されています。

SmartStation （スマー ト ステーシ ョ ン） の GNSS 方式および機能は、
Leica Viva GNSS 本体の方式および機能から派生し たものです。

SmartAntenna ブルー ト ゥース 機能内蔵の SmartAntenna （スマー ト アンテナ） は、
SmartStation （スマー ト ステーシ ョ ン） の構成品です。 CS10/CS15 
フ ィ ール ド コ ン ト ローラーとの組み合わせで、 ポールに単独で設置
し て使用する こ と も できます。 MS50/TS50/TM50 本体と互換性のあ
るモデルは、 GS08plus/GS12/GS14/GS15 です。 各モデル間に差違が
ある場合には、 その都度、 差異が分かるよ う に記載し ています。

RadioHandle RCS の構成は RH16/RH17 RadioHandle. アンテナ付き無線モデム内蔵
の本体のキャ リーハン ドルです。

通信サイ ド カバー Bluetooth 機能、 SD カー ド スロ ッ ト 、 USB ポー ト 、 WLAN および内
蔵 RadioHandle を組み込んだ通信サイ ド カバーは、 MS50/TS50/TM50
本体の標準装備であ り、 SmartStation の構成品に該当し ます。 
RH16/RH17/RadioHandle との組み合わせでは、 RCS の構成品にも該
当し ます。 

用語 説明
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器械モデル
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ル
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測角    

プ リズム測定    

ノ ンプ リズム測定    

モーター駆動型    

自動視準 ( 長距離 )   - -

自動視準 - -  

ロ ッ ク - -  

パワーサーチ （PS） - -  

オーバービ ューカ メ ラ -   

望遠鏡カ メ ラ -   

スキャニング - - - 

RS232 および USB イ ン ターフ ェ イス    

ス ト レージデバイス と し て、 SD カー ド および USB ス
テ ィ ッ ク を使用

   

Bluetooth    

WLAN    

内蔵フ ラ ッ シュ メ モ リー （1GB）    

RadioHandle 用ホ ッ ト シューイ ン ターフ ェ イス    

ガイ ド ラ イ ト （EGL） - -  

オー ト フ ォーカス -   

内蔵充電機能による、 無停電電源    
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2.2 システムの構成

2.2.1 ソ フ ト ウ ェ アの構成

説明 ソ フ ト ウ ェ ア コ ンセプ ト は、 すべての器械において同じ です。

TS モデルに使用され
る ソ フ ト ウ ェ ア

ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プ
ロー ド  ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プロー ドは時間がかかる場合があ り ます。 ア ッ プロー ド を開

始する前に、 バッ テ リーに 75% 以上の残量がある こ と を確認し て く だ さい。 ま
た、 ア ッ プロー ド 中にバッ テ リーを取り外さ ないで く だ さい。

ソ フ ト ウ ェ ア タ イプ 説明

TS フ ァームウ ェ ア

（TS_xx.fw）

本製品の全機能を カバーする重要なソ フ ト ウエアです。

測定および器械点設定アプ リ ケーシ ョ ンはフ ァームウ ェ アに統
合されてお り削除できません。

英語言語はフ ァームウ ェ アに組み込まれていて削除できませ
ん。

言語ソ フ ト ウ ェ ア

(SYS_LANG.sxx)

TS 本体には、 さ まざまな言語のイ ン ターフ ェ イスが用意され
ています。 このソ フ ト ウ ェ アは、 システム言語と も呼ばれます。

英語はデフ ォル ト 言語です。 1 つの言語が、 ア ク テ ィ ブな言語
と し て選択されます。

プログラム

(xx.axx)

TS 本体には、 さ まざまな測量に対応するオプシ ョ ンアプ リ
ケーシ ョ ンが用意されています。

オプシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アについてはラ イセ
ンスが必要と な り ます。

正規のラ イセンスが無い場合はアプ リ ケーシ ョ ンは 180 日の ト
ラ イアル期間が有効と な り ます。

カス タ マイズアプ リ
ケーシ ョ ン

(xx.axx)

GeoC++ 開発キ ッ ト を使用する と、 GeoCOM ロボテ ィ クスラ イ
センスが使用可能な場合、 Windows CE ベースのアプ リ ケー
シ ョ ンの実行に加えて、 ユーザー固有の要件に応じ てカス タ マ
イズし たソ フ ト ウ ェ アを開発できます。 GeoC++ 開発環境の詳
細については、 Leica Geosystems の担当者までお問い合わせ く
だ さい。

ソ フ ト ウ ェ ア使用モデ
ル

説明

すべての TS モデル SmartWorx Viva は、 TS 本体のフ ラ ッ シュ RAM 内に記憶されま
す。

ソ フ ト ウ ェ アの更新方法

• https://myworld.leica-geosystems.com から、 最新の TS 
フ ァームウ ェ ア フ ァ イルをダウンロー ド し ます。 " はじめに
" を参照し て く だ さい。

• PC に TS 本体を接続し ます。 "4.7 PC との接続 " を参照し て
く だ さい。

• TS フ ァームウ ェ ア フ ァ イルを Leica SD カー ド のフ ォルダー
システムにコ ピーし ます。

• TS 本体を起動し ます。 SmartWorx Viva で、 ユーザー \ ツー
ルとユーテ ィ リ テイ \ フ ァームウ ェ ア と アプ リの転送を選
択し ます。 転送リ ス ト ： フ ァームウ ェ ア . を選択し ます。

• ア ッ プロー ド が完了する と メ ッ セージが表示されます。
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2.2.2 電力供給

一般事項 器械を正常に動作させるために、 Leica Geosystems が推奨するバッ テ リー、 充電器、 お
よびア クセサリ を使用し て く だ さい。 

電源オプシ ョ ン

2.2.3 データの保存

説明 データはメ モ リーデバイス上に記憶されます。 メ モ リーデバイス と し ては、 SD カー ド ま
たは内蔵メ モ リーを使用できます。 データ を移動する目的では、 USB ステ ィ ッ ク も使用
できます。

メ モ リーデバイス

 Leica Geosystems は、 Leica 純正の SD カー ド だけをお使いいただ く こ と を推奨し
ます。 他社の SD カー ド を使用できる こ と もあ り ますが、 Leica 純正のカー ド以外
のカー ド を使用し た場合のデータの消失、 それ以外の誤動作については保証対象
外と な り ます。

 測定中に、 ケーブルの取り外しや、 SD カー ド / USB ステ ィ ッ クの取り外し を行 う と、
データが失われる こ とがあ り ます。 SD カー ド / USB ステ ィ ッ クの取り出しや接続ケーブ
ルの取り外しは、 TS 本体の電源が入っ ていないと きにのみ行っ て く だ さい。

データ転送 データはさ まざまな方法で転送する こ とができます。 "4.7 PC との接続 " を参照し て く だ
さい。

 SD カー ドは Leica Geosystems から提供される OMNI ド ラ イブで直接使用できます . その
他の PC カー ド ド ラ イブはアダプ ターが必要です .

モデル 電源

全ての機器 内部 GEB242 バッ テ リー、 または

外部電源と し て、 GEV219 ケーブルおよび GEB371 バッ テ リーを
使用。

外部電源を接続し、 内部バッ テ リーを挿入し ている場合は、 標準
設定では外部電源を使用し ます。 主電源を、 内部バッ テ リーまた
は外部電源のいずれかに設定できます。 内部電源と外部電源の両
方が使用可能な場合、 内部バッ テ リーの内蔵充電機能によ り、 内
部バッ テ リーが無停電電源と し て働きます。

SmartAntenna GEB212 をアンテナに装着し て く だ さい。

SD カー ド : 本体にはすべて、 SD カー ド スロ ッ ト が標準装備されていま
す。 SD カー ドは挿入および取り出しが可能です。 使用可能
容量 ： 1 GB と 8 GB。

USB ステ ィ ッ ク : 本体にはすべて、 USB ポー ト が標準装備されています。
内部メ モ リー : 本体にはすべて、 内部メ モ リーが標準装備されています。 使

用可能容量 ： 1GB。
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2.3 コ ンテナの同梱品

MS50/TS50/TM50 と ア
クセサリーの入ったコ
ンテナ

a) アイ ピースカバー
b) 対物レンズカバー
c) Ｓ Ｄ カー ド と ケース
d) MS1 工業用 1 GB USB メ モ リ ステ ィ ッ ク
e) ダイアゴナルアイ ピースカウン ターウ ェ イ ト
f) ス タ イ ラス
g) 整準盤付き機器とキャ リーハン ド ルまたは無線ハン ド ル
h) GFZ3 または GOK6 ダイアゴナルアイ ピース
i) マニュアルおよび USB ド キュ メ ン ト カー ド
j) 本体用保護カバー、 レンズ用サンシ ェー ド および清掃用ク ロス
k) コ ンテナース ト ラ ッ プ
l) 標準ハン ドル用スペース
m) データ転送ケーブル GEV234
n) GEB242 バッ テ リー

005250_002
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GS14/GS15/GS08plus 
SmartPole/SmartStatio
n と アクセサリーが
入ったコ ンテナ （1/2）

a) GHT63 ポールホルダーク ラ ンプ
b) 調整工具
c) GAD33 アンテナアーム
d) フ ィ ールド コ ン ト ローラ と GHT62 ホルダー
e) GAD108 アンテナアーム
f) マニュアルおよび USB ド キュ メ ン ト カー ド
g) GPR121 1 素子プ リズムまたは GPH1 用 GZT4 ターゲ ッ ト プレー ト  と GPH1 プ リズム

ホルダー付きの GPR1 1 素子プ リズム
h) GAD109 QN-TNC アダプ ター
i) GAT25 無線アンテナ
j) ス タ イ ラス
k) GEB212 または GEB331 バッ テ リー
l) SLXX RTK モデム
m) GS14/GS15/GS08plus アンテナ
n) Ｓ Ｄ カー ド と ケース

009335_001
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GS14/GS15/GS08plus 
SmartPole/SmartStatio
n と アクセサリーが
入ったコ ンテナ (2/2)

a) ケーブル類
b) GRZ101 ミ ニプ リズムおよび GAD103 アダプ ター
c) GAT1 または GAT2 アンテナ
d) GKL311 チャージ ャー
e) GRZ4 または GRZ122 プ リズム
f) 標準キャ リーハン ド ルまたは無線ハン ド ル
g) GS14/GS15/GS08plus 用の GAD110 アダプ ター
h) GAD31 スク リ ュース タ ッ ブアダプ ター
i) ミ ニプ リズム石突
j) GMP101 ミ ニプ リズム

009337_001
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TPS ロボテ ィ ッ クセ ッ
ト （小ケース）

a) マニュアルおよび USB ド キュ メ ン ト カー ド
b) GAT25 無線アンテナ
c) ミ ニプ リズム石突
d) GRZ4 または GRZ122 プ リズム
e) SD カー ド と ケース
f) 調整工具
g) GRZ101 ミ ニプ リズムおよび GAD103 アダプ ター
h) GEB331 バッ テ リー
i) GHT63 ポールホルダーク ラ ンプ
j) ミ ニポール用石突き
k) GLS115 ミ ニプ リズムポール 　 ク リ ッ プ式気泡管 GLI115
l) フ ィ ールド コ ン ト ローラ と GHT66 ホルダー
m) ス タ イ ラス

009338_001
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2.4 器械のコ ンポーネン ト

本体の構成部品 　
その 1

MS50/TS50 本体を下記に表示し ます。

本体の構成部品 　
その 2

a) オー ト フ ォーカスボタ ン
b) サーボフ ォーカス ド ラ イブ
c) キャ リーハン ドル
d) 照星
e) EDM、 ATR と カ メ ラ ( カ メ ラ搭載器の場合 ) を搭

載する望遠鏡。 MS50/TS50 の場合、 さ らに EGL
と PS。

f) EGL (MS50/TS50 の場合 )
g) オーバービ ューカ メ ラ (MS50/TS50/TM50 I の場

合 )
h) パワーサーチ と送信機 (MS50/TS50 の場合 )
i) パワーサーチ と レシーバー (MS50/TS50 の場合 )
j) 角度と距離測定のための同軸レンズ、 距離測定

のための望遠鏡と可視レーザー出力ポー ト
k) 音声スピーカー
l) 水平角微動ネジ
m) ユーザー設定可能なスマー ト キー
n) 鉛直角微動ネジ
o) SD カー ド と USB ステ ィ ッ クのコ ンパー ト メ ン

ト
p) 整準盤の整準ねじ004451_001

a ab c de f ghi j

k l mno p

q) 取替え可能な接眼レンズ
r) 円形気泡管
s) タ ッ チスク リーン用タ ッ チペン
t) バッ テ リーの収納部
u) 鉛直角微動ネジ
v) 整準盤の締付ネジ
w) 画面
x) キーボー ド ； オプシ ョ ンのセカ ン ド キーボー ド

(TM50 の場合 )004452_001
s t u wv x

q r
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通信サイ ド カバー

SmartStation （スマー
ト ステーシ ョ ン） の本
体構成品

RCS の本体構成品

a) 収納部の蓋
b) SD カー ド ポー ト
c) USB メ モ リー用 USB ホス ト ポー ト004453_001

a

b
c

a) GS15 SmartAntenna
b) GS14 SmartAntenna
c) GS08plus SmartAntenna
d) GS12 SmartAntenna
e) RTK スロ ッ ト イ ンデバイス
f) GAD110 SmartAntenna Adapter
g) 通信サイ ド カバー
h) GAD104 SmartAntenna Adapter

004454_001
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a) RadioHandle
b) 通信サイ ド カバー004455_001
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d
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3 ユーザーイ ン ターフ ェース

3.1 キーボー ド

キーボー ド
MS50/TS50/TM50

キー

a) フ ァ ン ク シ ョ ンキー F1‐ F6
b) フ ァ ン ク シ ョ ンキー F7‐ F12
c) ± キー
d) 英数字キー
e) バッ ク スペース
f) お気に入り
g) ESC （エスケープ）

h) ENTER
i) 矢印キー
j) OK
k) Fn
l) ON/OFF
m) Home

004456_001

a b c d e

f

g

h

ij

b

klm

キー 機能

フ ァ ン ク シ ョ ンキー
F1-F6

画面が有効な と きに、 画面の最下部に表示される 6 個の
ソ フ ト キーに対応し ます。

フ ァ ン ク シ ョ ンキー
F7-F12

ユーザーが定義可能なキーで、 コ マン ド を実行し た り、
選択し た画面に直接ア クセス し ます。

英数字キー 文字、 数字を入力し ます。

ESC ( エスケープ ) 現在の画面の変更を保存せずに戻り ます。

Fn フ ァ ン ク シ ョ ンキーの切り替えを行います。

Enter 反転表示された行を選択し、 次のメ ニュー / ダイアログ
を開きます。

編集可能なフ ィ ールド での編集を開始し ます。

選択リ ス ト を開きます。

ON/OFF 器械の電源が既にオフの場合 ： 2 秒間押し続ける と、 器械
の電源が入り ます。

器械の電源が既にオンの場合 : 2 秒間押し続ける と、 パ
ワーオプシ ョ ン メ ニューに変わり ます。

お気に入り お気に入り メ ニューを開きます。
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3.2 一般的な操作方法

キーボー ド と タ ッ チス
ク リーン

画面の操作は、 キーボー ド、 または付属のタ ッ チペンによる タ ッ チスク リーンのいずれ
かを使用し ます。 操作方法は、 キーボー ド も タ ッ チスク リーン も同じ です。 ただ し、 情
報の選択方法と入力方法が異な り ます。

キーボー ド による操作

キーを使っ て情報の選択と入力を行います。 キーボー ド と その機能の詳細は、 "3.1 キー
ボー ド " を参照し て く だ さい。

タ ッ チスク リーンによる操作

付属のタ ッ チペンを使っ て、 画面上で情報の選択と入力を行います。

3.3 望遠鏡カ メ ラのオー ト フ ォーカス機能

機能 オー ト フ ォーカスボタ ンはサイ ド カバーにあ り ます。

Home SmartWorx Viva メ イ ン メ ニューに切り替わり ます。

Fn を同時に押すと、 Windows CE のス ター ト メ ニューに切
り替わり ます。

矢印キー 画面上の対象を移動し ます。

OK 反転表示された行を選択し、 次のメ ニュー / ダイアログ
を開きます。

編集可能なフ ィ ールド での編集を開始し ます。

選択リ ス ト を開きます。

キー 機能

操作 説明

項目を選択する。 その項目を タ ッ プ し ます。

編集可能なフ ィ ールド で編集モー ド を開始
する。

編集可能なフ ィ ールド を タ ッ プ し ます。

編集するため、 項目または項目の一部を反
転させる。

付属のタ ッ チペンを左から右へド ラ ッ グし
ます。

編集可能なフ ィ ールド に入力し たデータ を
確定し、 編集モー ド を終了する。

編集可能なフ ィ ールド以外の画面を タ ッ プ
し ます。

コ ンテキス ト メ ニューを開 く 。 項目を タ ッ プ し、 2 秒間そのまま押し ます。

操作 機能

1 度押し 単一のオー ト フ ォーカスを実行し ます。 オー ト フ ォーカス
は、 選択し た EDM モー ド に関連し ています ( プ リズムま
たはノ ンプ リズム測定 )。

2 度押し 2 段階のオー ト フ ォーカスを実行し ます。 実際使用し てい
る フ ォーカスレンズによ り、 2 段階のオー ト フ ォーカスが
実行されます。 2 段階のオー ト フ ォーカスは、 合焦レンズ
を微小移動させて、 最適な焦点位置に合わせる ものです。

2 秒押し 連続オー ト フ ォーカスを開始し ます。 ボタ ンを再度押す
か、 サーボフ ォーカスホイールを回転する と、 連続オー
ト フ ォーカスは停止し ます。
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4 操作

4.1 TPS 本体の設定

器械の設定手順

手順 説明

 直射日光が器械に当たら ないよ う にし、 器械の温度が周囲の温度と同じになる
よ う にし て く だ さい。

1. 楽な姿勢で作業できる高さ まで三脚の脚を延ばし ます。 脚下端のネジを締めま
す。

 三脚をマーク し た測標点の上に置き、 できるだけ中心に位置を合わせます。

2. 三脚上の整準盤と器械を固定し ます。

3. を押し て、 本体の電源を入れます 。 メ イ ン メ ニュー / 器械設定 / ト ータル
ステーシ ョ ン設定 / 気泡管と コ ンペンセイ ターを選択し て、 レーザー求心装置
と電子気泡管を作動させます。

4. 三脚 (1) の脚を動かし、 整準ネジ (6) を使用し て、 地上の測標点 (4) にレーザー
の中心を合わせます。

5. 三脚の脚の長さ を調整し て、 円形気泡管 （7） の気泡を真中に合わせます。

6. 整準ネジ （6） を回し、 電子気泡管を使用し て、 器械を正確に整準し ます。

7. 三脚の上部プレー ト （2） の上で整準盤をスラ イ ド させ、 器械を正確に測標点
（4） の真上に合わせます。

8. 必要な精度が得られるまで、 手順 6 および 7 を繰り返し ます。

TS_064
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4.2 SmartStation （スマー ト ステーシ ョ ン） の設定

セ ッ ト ア ッ プの手順

ステ ッ
プ

説明

1. 4 つのプ ッ シュボタ ンを同時に押し ながら、 GS15/GS14/GS08plus アンテナ用
の GAD110 アダプ ターを本体の上に取り付けます。

GS08plus の場合 : GAD110 アダプ ターに加え、 GAD113 アダプ ターも必要です。

4 つのプ ッ シュボタ ンを同時に押し ながら、 GS12 アンテナ用の GAD104 アダ
プ ターを本体の上に取り付けます。

 アダプ ター下側のイ ン ターフ ェ イス コネク ターは、 Communication side cover
と同じ側に取り付けて く だ さい。

ステ ッ
プ

説明

2. 2 つのプレスク リ ッ プを同時に押し ながら、 GS15/GS14/GS12/GS08plus アン
テナをアダプ ターの上に取り付けます。

000605_003

000606_003
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4.3 SmartPole の設定

GS15/GS14 を使用し
た SmartPole の設定

GS12 を使用し た
SmartPole の設定

a) GS14 本体
b) GS15 本体
c) RTK スロ ッ ト イ ンデバイス
d) GRZ122360° プ リズム
e) CTR 無線キャ ッ プ
f) フ ィ ールド コ ン ト ローラー
g) GHT62 ホルダーおよび GHT63

ク ラ ンプ
h) GLS31 スナ ッ プロ ッ ク位置付

きポール
i) RadioHandle
j) 通信サイ ド カバー
k) 器械
l) 三脚の設置手順003240_002

e
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a) GS12 本体
b) GRZ122360° プ リズム
c) CTR 無線キャ ッ プ
d) GLS12 (cm)/GLS12F (ft) ス

ナ ッ プロ ッ ク位置付きポール
e) フ ィ ールド コ ン ト ローラー
f) GHT62 ホルダーおよび GHT63

ク ラ ンプ
g) RadioHandle
h) 通信サイ ド カバー
i) 器械
j) 三脚の設置手順TS_147
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4.4 リ モー ト コ ン ト ロールのセ ッ テ ィ ング （無線ハン ドル使用）

無線ハン ド ルを使用し
た リ モー ト コ ン ト ロー
ルの設定

a) 360° プ リズム
b) プ リズムポール
c) CTR 無線キャ ッ プ
d) フ ィ ール ド コ ン ト ローラー
e) GHT62 ホルダーおよび

GHT63 ク ラ ンプ
f) RadioHandle
g) 通信サイ ド カバー
h) 器械
i) 三脚の設置手順

a

b

c
c

TS_144
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4.5 リ モー ト コ ン ト ロールと し ての設定 （TCPS29/30 の使用）

TCPS29/30 を使用し
た リ モー ト コ ン ト ロー
ルの設定

無線の三脚への取り付
け手順

a) 360° プ リズム
b) プ リズムポール
c) CTR 無線キャ ッ プ
d) CS15 フ ィ ールド コ ン ト ロー

ラー
e) GHT62 ホルダーおよび

GHT63 ク ラ ンプ
f) 器械
g) 三脚の設置手順
h) TCPS29/30
i) シ リ アルイ ン ターフ ェ イス、

プ ラグ接続
j) Y ケーブル

a

b

d

e

f

g

h

i

j

c

TS_145

手順 説明

1. GHT43 三脚アダプ ターは TCPS29/30 をすべての Leica 標準三脚へ取り付ける
のに使用し ます。 このアダプ ターを使用する こ と で最適な無線通信を可能にし
ます。 TCPS29/30 をアダプ ターに装着し てから三脚へ取り付けて く だ さい。

2. TCPS29/30 の角度が垂直になるよ う調整し ます。

3. 三脚上のアダプ ターはアンテナの周辺に （水平方向） 金属物が無いよ う に位置
を調整し て く だ さい。

 金属質の物体がアンテナ周辺にある と通信を妨害される可能性があ り
ます。

4.  TCPS29/30 の理想的なパフ ォーマン
スを引き出すには、無線機を三脚の金
属部よ り 30 ㎝以上離し て取り付ける
よ う にし て く だ さい （図参照）。

 アダプ ターが固定できずに開閉し て
し ま う場合は、 調整ボル ト を締めて
動かないよ う にし て く だ さい。

~ 
30

 c
m

008645_001
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4.6 フ ィ ールド コ ン ト ローラーをホルダーに固定する

GHT62 ホルダーの構成 GHT62 ホルダーは、 図のよ う な部品から構成されています。

フ ィ ールド コ ン ト ロー
ラーと GHT62 をポー
ルへ取り付ける手順

GHT63 ク ラ ンプ

a) プ ラスチ ッ ク ス リーブ
b) ポールク ラ ンプ
c) ク ラ ンプボル ト
GHT62 ホルダー

d) ロ ッ ク ピン
e) 上部ク リ ッ プ
f) 取り付けプレー ト （伸縮式）
g) 下部ク リ ッ プ
h) 締め付けネジ
i) 取り付けアーム

TS_058

a

d
e

f

g

ib

c

h

手順 説明

 CS15 を使用する場合は先にプレー ト を伸ばし て く だ さい。

 アル ミ ニウムポールには , プ ラスチ ッ ク ス リーブをポールク ラ ンプへ取り付け
ます。

1. ポールを ク ラ ンプの穴に挿入し ます。

2. ク ラ ンプボル ト を使っ てホルダーを ク ラ ンプへ取り付けます。

3. ホルダーの角度と高さ を使いやすい位置に調整し ます。

4. ク ラ ンプボル ト でク ラ ンプを し っかり と固定し ます。

5. フ ィ ールド コ ン ト ローラーをマウ
ン ト プレー ト へ取り付ける前に , 
ロ ッ ク ピンがロ ッ ク し ていない状
態にある こ と を確認し て く だ さい. 
ロ ッ ク ピンのロ ッ ク を外すには , 
ロ ッ ク ピンを左に押し ます。 

6. コ ン ト ローラーをホルダーに重ねて最下部をマウン ト プレー ト へ差し込みま
す。

7. 下方向に軽 く 押し付け、 フ ィ ールド コ ン ト ローラーの上部を
ホルダーにカチ ッ と固定されるまで押えます。 この手順にお
けるマウン ト プレー ト の補助に関するガイ ド。

TS_055

TS_056
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フ ィ ールド コ ン ト ロー
ラーをポールから取り
外す手順

8. フ ィ ールド コ ン ト ローラーをマウ
ン ト プレー ト に取り付けた後は、
ロ ッ ク ピンを確実に固定位置にし
て く だ さい。 ロ ッ ク ピンを固定す
るには , ロ ッ ク ピンを右へ押し ま
す。

手順 説明

TS_054

手順 説明

1. マウン ト プレー ト のロ ッ ク ピンを左へ押し てロ ッ ク ピンの固定を外し ます。

2. コ ン ト ローラーの上部を掴み

3. バーの方向に押し下げます。

4. こ こから フ ィ ールド コ ン ト ローラーの頭部をホルダー
から引き上げます。

TS_057

1 2
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4.7 PC との接続

 Microsoft ActiveSync (Windows XP オペレーテ ィ ングシステム搭載 PC 用 ) または Windows 
Mobile Device Center (Windows Vista または Windows 7/Windows 8 オペレーテ ィ ングシステ
ム搭載 PC 用 ) は、 Windows Mobile をベース とするモバイル PC 向けの同期ソ フ ト ウ ェ ア
です。 Microsoft ActiveSync または Windows Mobile Device Center によ り、 PC と Windows 
Mobile ベースのモバイル PC との通信が可能にな り ます。

Leica Viva USB ド ラ イ
バーを イ ンス ト ールし
ます

ステ ッ
プ

説明

1. PC を起動し ます。

2. Leica Viva SeriesUSB カー ド を挿入し ます。

3. SetupViva&GR_USB_XX.exe を実行し て、 Leica Viva デバイスに必要な ド ラ イ
バーを イ ンス ト ールし ます。 PC に搭載されているオペレーテ ィ ングシステム
のバージ ョ ン （32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト ） によ っ て、 以下の 3 つの設定フ ァ
イルから選択する必要があ り ます ：

• SetupViva&GR_USB_32bit.exe

• SetupViva&GR_USB_64bit.exe

• SetupViva&GR_USB_64bit_itanium.exe

 設定は、 すべての Leica Viva デバイスに対し て 1 回だけ実行し ます。

4. Welcome to InstallShield Wizard for Leica Viva & GR USB drivers ウ ィ ン ド ウが表示
されます。

 続行する前に、すべてのLeica Viva デバイスがPCから切断されている こ
と を確認し て く だ さい！

5. 次へ >

6. Ready to Install the Program ウ ィ ン ド ウが表示されます。

7. Install を選択し ます。 ド ラ イバーが PC にイ ンス ト ールされます。

 Windows Vista または Windows 7/Windows 8 オペレーテ ィ ングシステムが
イ ンス ト ールされた PC の場合： Windows Mobile Device Center がまだイ
ンス ト ールされていない場合は追加でイ ンス ト ールされます。

8. InstallShield Wizard Completed ウ ィ ン ド ウが表示されます。

9. I have read the instructions をチ ェ ッ ク し、 Finish を ク リ ッ ク し てウ ィ ザー ド を
終了し ます。
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USB ケーブルのコ ン
ピ ューターへの接続初
期手順

手順 説明

1. コ ンピ ューターを起動し ます。

2. GEV234 または GEV261 ケーブルを器械の lemo ポー ト に差し込みます。

3. TPS 本体の電源をオンに し ます。

4. GEV234 または GEV261 ケーブルを コ ンピ ューターの USB ポー ト に差し込みま
す。 新しいハー ド ウ ェ アの検出ウ ィ ザー ドが自動的に起動し ます。

5. Yes, this time only] を ク リ ッ ク し、 Next> を選択し ます。

6. Install the software automatically (Recommended) を選択し ます。 Next>Remote 
NDIS based LGS TS Device 用ソ フ ト ウ ェ アが PC にイ ンス ト ールされます。

7. Finish を ク リ ッ ク し ます。

8. Found New Hardware Wizard が再度、 自動的に起動し ます。

9. Yes, this time only を ク リ ッ ク し、 Next> を選択し ます。

10. Install the software automatically (Recommended) をチ ェ ッ ク し、 Next> を選択し
ます。 LGS CS USB Device 用のソ フ ト ウ ェ アが PC にイ ンス ト ールされます。

11. Finish を ク リ ッ ク し ます。

Windows XP オペレーテ ィ ングシステムがイ ンス ト ールされた PC の場合 ：

12. まだイ ンス ト ールされていない場合は、 ActiveSync のイ ンス ト ールプログラム
を実行し ます。

13. ActiveSync の [ 接続の設定 ] ウ ィ ン ド ウ内で USB 接続を許可し ます。

WindowsVista または Windows7/Windows8 オペレーテ ィ ングシステムがイ ンス
ト ールされた PC の場合 ：

14. Windows Mobile Device Center が自動的に起動し ます。 自動的に起動し ない場合
は、 Windows Mobile Device Center を起動し ます。

005011_001
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USB ケーブルのコ ン
ピ ューターへの接続手
順

手順 説明

1. PC を起動し ます。

2. GEV234 または GEV261 ケーブルを TS 本体に差し込みます。

3. TS 本体の電源をオンにし ます。

4. GEV234 または GEV261 ケーブルを コ ンピ ューターの USB ポー ト に差し込みま
す。

Windows XP オペレーテ ィ ングシステムがイ ンス ト ールされた PC の場合 ：

 ActiveSync が自動的に起動し ます。 自動的に起動し ない場合は、
ActiveSync を起動し ます。 ActiveSync がまだイ ンス ト ールされていな
い場合は、 イ ンス ト ールプログラムを実行し ます。

5. ActiveSync の [ 接続の設定 ] ウ ィ ン ド ウ内で USB 接続を許可し ます。

6. ActiveSync の中で Explore を ク リ ッ ク し ます。

 TS本体のフ ォルダーが[モバイルデバイス]の下に表示されます。 データ
記憶装置のフ ォルダーは、 次のいずれかのフ ォルダーの中にあ り ます。

• Leica Geosystems\SmartWorx Viva

• SD カー ド

• USB メ モ リーデバイス

Windows Vista または Windows 7/Windows 8 オペレーテ ィ ングシステムがイ ンス
ト ールされた PC の場合 ：

 Windows Mobile Device Center が自動的に起動し ます。 自動的に起動し な
い場合は、 Windows Mobile Device Center を起動し ます。

005011_001
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4.8 電源の機能

TS 本体電源のオン 電源キー （ ） を 2 秒未満押し続けます。

 TS 本体は供給電源が必要です。

TS 本体電源のオフ 電源キー （ ） を 5 秒未満押し続けます。

 TS 本体をオンにする必要があ り ます。

 外部電源を備え、 常設で器械をセ ッ ト ア ッ プする場合 ( 例、 モニ タ リ ング )、 器械
が正常に電源切断を完了するまで、 外部電源が利用でき るよ う にし て く だ さい。

電源オプシ ョ ン メ
ニュー

電源キー （ )2 秒間、 Power Options メ ニューを開きます。

  器械の電源をオンにする必要があ り ます。

4.9 バッ テ リー

4.9.1 一般的な操作方法

初回の使用 / 充電 • 初めてバッ テ リ を使用する場合は先に充電を行っ て く だ さい。

• 充電する際の許容温度範囲は 0°C to +40°C/ +32°F to +104°F ですが最適な充電を
行う ためには、 周囲温度を +10°C to +20°C/+50°F to +68°F の範囲で行う事をお勧
めし ます。

• バッ テ リ充電中にバッ テ リ本体温度が上昇し ますが、 これは通常の現象です。 温度が
異常に高 く なる と Leica Geosystems が推奨する充電器を使用し ても充電できません。

• Li-Ion 　 バッ テ リは 1 回のリ フ レ ッ シュで十分です。  Leica Geosystems でフル充電し
ても本来の使用時間を大幅に下回るよ う な場合は、 一度リ フ レ ッ シュする こ と をお勧
めし ます。

操作 / 放電 • バッ テ リーは、 -20 ℃ ～ +55 ℃ の範囲で使用する こ とができます。

• 使用温度が低いと本来の容量を発揮できず、 使用温度が高いとバッ テ リーの寿命が短
く なる傾向があ り ます。

オプシ ョ ン 説明

電源オフ TS 本体の電源をオフにし ます。

ス タ ンバイ TS 本体をス タ ンバイモー ド にし ます。

 ス タ ンバイモー ド では、 TS 本体はシャ ッ ト ダ
ウン状態と な り、 電力消費量を抑えます。 ス タ
ンバイモー ドからの再起動は、 電源オフ後の
コールド ス ター ト よ り も早 く 起動し ます。

キーボー ドのロ ッ ク キーボー ド をロ ッ ク し ます。 オプシ ョ ンはキーボー ド
のロ ッ ク解除に変わり ます。

タ ッ チスク リーンのオフ タ ッ チスク リーンを無効にし ます。 オプシ ョ ンはタ ッ
チスク リーンのオンに変わり ます。

リ セ ッ ト ... 以下のオプシ ョ ンのいずれかを実行し ます。

• 再起動 （Windows CE の再起動）

• Windows CE のリ セ ッ ト （Windows CE と通信設定を
出荷時の状態に リ セ ッ ト ）

• イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アのリ セ ッ ト （イ ン
ス ト ールされていたすべてのソ フ ト ウ ェ ア設定のリ
セ ッ ト ）

• Windows CE と イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アの
リ セ ッ ト （Windows CE と イ ンス ト ールされていた
すべてのソ フ ト ウ ェ ア設定のリ セ ッ ト ）
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4.9.2 TS 本体のバッ テ リー

バッ テ リーの交換手順

手順 説明

1. 鉛直角微動ネジが左側に来るよ う に、 器械を向けます。 バッ テ リー収納部は鉛
直角微動ネジの下にあ り ます。 バッ テ リー収納部のふたを開けながら、 ノ ブを
回し て垂直の状態に し ます。

2. バッ テ リーハウジングを引き抜きます。

3. バッ テ リーハウジングからバッ テ リーを引き抜きます。

4. バッ テ リーハウジングの裏側に、 バッ テ リーのピ ク ト グラムの表示があ り ま
す。 このピ ク ト グラムは、 バッ テ リーの正しい取り付け方を分かりやす く 図解
し たものです。

5. バッ テ リーハウジングにバッ テ リーを装着し ます。 接点は外側にな り ます。 
バッ テ リーを所定の位置にカチ ッ と ロ ッ ク し ます。

6. バッ テ リー収納部にバッ テ リーハウジングを入れます。 バッ テ リーハウジング
をバッ テ リー収納部に、 完全に固定されるまで押し込みます。

7. ノ ブを回転させ、 バッ テ リー収納部をロ ッ ク し ます。 ノ ブが元の水平の状態に
なっている こ と を確認し ます。

004457_001
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4.9.3 SmartAntenna （スマー ト アンテナ） のバッ テ リー

バッ テ リー交換手順
GS14

バッ テ リー交換手順
（GS15）

手順 説明

 器械の底部へバッ テ リーは挿入されます。

1. バッ テ リーコ ンポーネン ト のスラ イ ド フ ァ スナーを開閉マークの矢印の向きへ
押し ます。

2. バッ テ リー収納部のカバーを取り外し ます。

3. バッ テ リーを外す場合、 バッ テ リーを少し上に押し上げてバッ テ リーを抜きま
す。 これで、 固定されていたバッ テ リーを取り出せます。

4. バッ テ リーを装着するにはバッ テ リーのコネク ター部をケースの上部側に合わ
せて差し込みます。 バッ テ リーを固定位置まで差し込みます。

5. バッ テ リーコ ンポーネン ト のカバーを収納部に挿し込みます。

6. 開閉マークの矢印の向きにスラ イ ド フ ァ スナーを押し ます。

3a 3b

4a

4c
4b
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55
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手順 説明

 バッ テ リーは器械の下部に挿入し ます。

1. 一方のバッ テ リー収納部のスラ イ ド フ ァ スナーを開閉マークの矢印の方向に押
し ます。

2. バッ テ リー収納部のカバーを取り外し ます。

3. バッ テ リーの接触部を上に し て、 バッ テ リー収納部へバッ テ リーを差し込みま
す。

4. バッ テ リーを押し込み、 し っかり と固定し ます。

5. バッ テ リーコ ンポーネン ト のカバーを収納部に挿し込みます。

6. 開閉マークの矢印の向きにスラ イ ド フ ァ スナーを押し ます。

1

6

3a 3b
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4c
4b
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4.10 メ モ リーデバイスの使用

 • 湿気を避けて く だ さい。

• 決められた温度範囲内で使用し て く だ さい。

• 折り曲げないで く だ さい。

• 衝撃を直接与えないで く だ さい。

 上記の注意事項を守らない場合、 データ を消失し た り、 カー ド本体が使用できな く なる
こ とがあ り ます。

SD カー ド の挿入と取
り外し手順

USB ステ ィ ッ クの挿入
と取り外し手順

手順 説明

 SD カー ドは、 器械の通信サイ ド カバーの内部にある
スロ ッ ト に挿入し ます。

1. 通信サイ ド カバーにあるボタ ンを押し て、 通信コ ン
パー ト メ ン ト のロ ッ ク を解除し ます。

 ふたは自動的に開きます。

2. SD カー ド を SD スロ ッ ト にカチ ッ と ロ ッ ク されるま
で し っかり と差し込みます。

 カー ドの接触部を、 上向きにし て、 器械に向
き合う よ う にし ます。

 カー ド を無理にスロ ッ ト に入れないで く だ さ
い。

3. ド アを下に押し て、 ふたを閉めます。 ド アの中央の
印がついた部分に ド アを押し込みます。

4. SD カー ド を取り外すには、 通信コ ンパー ト メ ン ト の
ふたを開け、 カー ドの上部を優し く 押し、 スロ ッ ト
から外し ます。

005017_001
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手順 説明

 USB ステ ィ ッ クは、 器械の通信サイ ド カバーの中の
USB ホス ト ポー ト に挿入されています。

1. 通信サイ ド カバーの中のボタ ンを押し、 通信コ ン
パー ト メ ン ト のロ ッ ク を解除し ます。

 ふたは自動的に開きます。

2. USB ステ ィ ッ ク を、 Leica ロゴ面を自分に向けて、 スロ ッ ト にカチ ッ と ロ ッ ク
されるまで し っかり と差し込みます。

 USB ステ ィ ッ ク を無理にポー ト に入れないで く だ さい。

3. ド アを下に押し て、 ふたを閉めます。 ド アの中央の印がついた部分に ド アを押
し込みます。

4. USB ステ ィ ッ ク を取り外すには、 コ ンパー ト メ ン ト のふたを開け、 USB ス
テ ィ ッ ク をポー ト から スラ イ ド させます。 

005018_001
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microSD カー ドの
GS14 への挿入手順

手順 説明

 GS14 の電源をオンにし たまま、 microSD カー ド を取り外すと、 データの損失
につながる場合があ り ます。 GS14 の電源がオフの場合に、 microSD カー ド を
取り外すか接続ケーブルを外し ます。

 microSD カー ドは、 器械のバッ テ リー収納部の中のスロ ッ ト に挿入されていま
す。

1. バッ テ リー収納部のスラ イ ド フ ァ スナーをロ ッ ク解除の印がある矢印方向に動
かし ます。

2. バッ テ リー収納部のカバーを取り外し ます。

3. SIM/microSD カー ド カバーのラ ッ チを押し、 カバーを取り外し ます。

4. microSD カー ド を、 ロゴを上向きに し、 スロ ッ ト にカチ ッ と ロ ッ ク されるまで
し っかり と差し込みます。

5. SIM/microSD カー ド カバーを カバースロ ッ ト に挿入し ます。

6. バッ テ リー収納部の上に、 カバーを挿入し ます。

7. ロ ッ ク閉の印が付いた矢印の方向にスラ イ ド フ ァ スナーを動かし ます。

4a

4a4a4a
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SD カー ド の挿入と取
り出し手順 （GS15）

手順 説明

 SD カー ドは、 器械のバッ テ リー収納部 1 の内部にあるスロ ッ ト に挿入し ま
す。

1. バッ テ リー収納部 1 のスラ イ ド フ ァ スナーを開閉ロ ッ クの矢印方向に押し て開
きます。

2. バッ テ リー収納部 1 のカバーを取り外し ます。

3. カー ドはカチ ッ と音がなるまで し っかり と スロ ッ ト に挿入し ます。

 カー ドがう ま く 入らない場合、 スロ ッ ト へ無理に押し込まないで く だ さい。 
カー ドの接触部を上にし、 スロ ッ ト に向き合う よ う確認し てから挿入し て く だ
さい。

 カー ド を取り外すには、 バッ テ リー収納部 1 のスラ イ ド フ ァ スナーを開閉ロ ッ
クの矢印方向に押し、 カバーを取り外し ます。 スロ ッ ト から カー ド を取り出
すため、 カー ド 上部をやさ し く 押し ます。 SD カー ド を取り外し ます。

4. バッ テ リーコ ンポーネン ト 1 の中へカバーを差し込んで く だ さい。

5. 開閉マークの矢印の向きにスラ イ ド フ ァ スナーを押し ます。

3a

1
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4.11 LED イ ンジケーター

LED イ ンジケーター 説明

GS08plus/GS12 本体には、 LED イ ンジケーターが搭載されています。 各イ ンジケーター
は、 本体の基本的な作動状態を示し ます。

図

LED の説明

a) ト ラ ッキング LED （TRK）
b) Bluetooth LED （BT）
c) 電源 LED （PWR）

LED 状態 説明

TRK LED オフ 衛星から受信し ていない。

緑が点滅 3 つ以下の衛星から受信し ているが、 まだ位置を計算で
きない。

緑色 位置を計算するのに十分に多 く の衛星から受信し てい
る。

赤 GS08plus/GS12 本体の初期化中。

BT LED 緑色 Bluetooth はデータ モー ド で接続でき る状態である。

紫 Bluetooth は接続し ている。

青 Bluetooth は接続された。

青が点滅 データ を転送中である。

GS12 PWR 
LED

オフ 電源がオフ。

緑色 電源は良好である。

緑が点滅 電源の電圧が低下し た。 どれ く らい作業を継続できるか
は、 行なっている作業の種類、 気温、 バッ テ リーを購入
し てからの経過年数などによ って異な り ます。

GS08plus 
PWR LED

オフ 電源がオフ。

緑色 電力は 100% ～ 20%。

赤 電力は 20% ～ 5%。

赤が点滅 電力は残りわずか （5% 未満）
どれ く らい作業を継続できるかは、 行なっ ている作業の
種類、 気温、 バッ テ リーを購入し てからの経過年数など
によ っ て異な り ます。

005021_001
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LED イ ンジケータ 説明

<<Delete>> GS14 GNSS は Light Emitting Diode イ ンジケーターを搭載し ています . 各イ ンジ
ケーターは、 本体の基本的な作動状態を示し ます。

図

GS15 の LED イ ンジ
ケーター

説明

The GS15 は Light Emitting Diode イ ンジケーター . 各イ ンジケーターは、 本体の基本的な
作動状態を示し ます。

図

LED の説明

a) ブルー ト ゥース LED
b) データ保存 LED
c) 電源 LEDs
d) 位置 LED
e) RTK 固定局 LED
f) RTK 移動局 LED008657_001

a b c def

a) ブルー ト ゥース LED
b) データ保存 LED
c) 位置 LED
d) 電源 LEDs
e) RTK 固定局 LED
f) RTK 移動局 LED

LED 状態 説明

ブルー ト ゥー
ス LED

緑色 ブルー ト ゥース はデータ モー ド で接続できる状態
である。

紫 ブルー ト ゥース は接続し ている。

青 ブルー ト ゥースは接続された。

保管 LED オフ SD カー ドが装着されていないか GS15 の電源が
入っ ていません。

緑色 SD カー ドは挿入済み。 ただ し生データは未記録

緑が点滅 生データ記録中

黄色の点滅 生データ記録中。 ただ し メ モ リー残量 10%

赤が点滅 生データ記録中。 ただ し メ モ リー残量 5%

赤 SD カー ドの容量がフル。 生データは未記録

速い赤色点滅 SD カー ドが装着されていませんが GS15 は生デー
タ を記録するよ う設定されています。

位置 LED オフ 衛星を捕捉できていないか GS15 の電源が入っ て
いません。

008659_001
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*1 現在、 GS15 GNSS 本体の電源と なっ ているバッ テ リー 

*2 挿入または接続されているが、GS15 GNSS 本体の電源と なっ ていない他のバッ テ リー 

黄色の点滅 捕捉衛星数が足り ないため （4 衛星以下）、 位置情
報があ り ません。

黄色 位置データ を利用できます。

緑が点滅 コー ド専用ポジシ ョ ン利用可

緑色 固定 RTK ポジシ ョ ン利用可

電源 LED （ア
ク テ ィ ブバッ

テ リー *1）

オフ バッ テ リーを認識できていないか切れている、 ま
たは GS15 の電源が入っ ていません。

緑色 電力は 40% ～ 100%

黄色 電力は 20% ～ 40% どれ く らい作業を継続できるか
は、 行なっ ている作業の種類、 気温、 バッ テ リー
を購入し てからの経過年数などによ っ て異な り ま
す。

赤 電力は 5% ～ 20%

速い赤色点滅 電力は残りわずか （5% 未満）

電源 LED 
（パッ シブ
バッ テ リー 
*2）

オフ バッ テ リーを認識できていないか切れている、 ま
たは GS15 の電源が入っ ていません。

緑が点滅 電力は 40% ～ 100% LED は 10 秒毎に 1 秒間緑色に
点滅。

黄色の点滅 電力は 20% ～ 40% LED は 10 秒毎に 1 秒間黄色に点
滅。

赤が点滅 電力は 20% 未満 LED は 10 秒毎に 1 秒間赤色に点滅

RTK 移動局 
LED

オフ GS15 は RTK ベースモー ドか GS15 の電源が入って
いません。

緑色 GS15 はローバーモー ド です。 通信デバイスのイ ン
ターフ ェ イスで RTK データは受信されていませ
ん。

緑が点滅 GS15 は移動局モー ド になっ ています。 通信デバイ
スのイ ン ターフ ェ イスで RTK データ を受信中で
す。

RTK 固定局 
LED

オフ GS15 は RTK 移動局モー ドか GS15 の電源が入って
いません。

緑色 GS15 は RTK 固定局モー ド です。 RTK データは、 通
信デバイスの RX/TX イ ン ターフ ェ イスに転送され
ていません。

緑が点滅 GS15 は RTK 固定局モー ド です。 データが通信デバ
イスの RX/TX イ ン ターフ ェ イスに転送中です。

LED 状態 説明
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RadioHandle の LED イ
ンジケーター

説明

RadioHandle には LED イ ンジケーターが搭載されています。 各イ ンジケーターは、 基本的
な RadioHandle 作動状態を示し ます。

LED イ ンジケーターの図

LED 照明 　 詳細説明

a) 電源 LED
b) リ ン ク LED
c) データ転送 LED
d) モー ド LED

LED 状態 結果

電源 LED オフ 電源がオフになっています。

緑色 電源はオンになっています。

リ ン ク LED オフ 無線がフ ィ ールド コ ン ト ローラーと接続し て
いません。

赤 無線がフ ィ ールド コ ン ト ローラーと接続し て
います。

データ転送 LED オフ フ ィ ールド コ ン ト ローラーへ / からデータが
転送されていません。

緑点灯または点
滅

フ ィ ールド コ ン ト ローラーへ / からデータが
転送されています。

モー ド LED オフ データ モー ド

赤色 設定モー ド

005024_001
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4.12 正確な結果を得るためのガイ ド ラ イ ン

距離測定

赤色レーザーを使用し て距離測定中に何かの物体が機器と ターゲ ッ ト の間を通過するよ
う な こ とがある と、 測定結果に影響が出る可能性があ り ます。 ノ ンプ リズム測定を行う
際、 予期せぬ反射物から十分な反射光が返っ て来るよ う な こ とがあった場合にこの現象
は発生し ます。 例えば、 ビルなど表面を測定し た時、 その間を車が通った りする と車の
表面を測定し て し まいます。 その結果、 ユーザーの取得する距離データは車までの値と
な り ます。
長距離測定 （ロングレンジ） モー ド (> 1000 m、 > 3300 ft、 / で利用可 ) を使用中に物体
が 30m 以内を通過し た場合、 レーザーの強さが原因で測定に影響を受ける可能性があ り
ます。

 プ リズムモー ド で測定し ていても、 距離が近 く 、 反射の強い物体を誤っ て測定し て し ま
う こ とがあ り ます。 この場合は設定し ているプ リズム定数の値を採用し て距離を計算し
ます。

� 注意 レーザーに関する安全基準と測定精度の理由から、 長距離ノ ンプ リズム方式の EDM の使
用が許容されるのは、 プ リズムまでの距離が 1000m） 以上ある場合に限定されます。

 プ リズムまでの距離を正確に測定するには、 プ リズムモー ド を使用する必要があ り ます。

 距離測定の開始時に、 EDM では、 その時点で光線の経路上にある物体までの距離が測定
されます。 車両の通過、 降雨、 濃霧、 降雪など、 障害物が器械と測定点の間に一時的に
存在し た場合、 EDM では、 その障害物までの距離が測定される可能性があ り ます。

 反射信号同士が干渉する恐れがあるので、 2 つの器械で同時に同じ対象を測定し ないで
く だ さい。

ATR / ロ ッ ク 器械に ATR センサーが装備されている場合、 プ リズムに対する自動角度 ・ 距離測定が可
能にな り ます。 プ リズムの照準は、 照星によ っ て設定されます。 距離測定の開始後、 器
械の照準はプ リズムの中心に対し て自動で設定されます。 垂直 ・ 水平角度と距離は、 プ
リズムの中心に対し て測定されます。 ロ ッ ク モー ド では、 プ リズムの移動に合わせて追
尾するよ う 動作し ます。

 器械のその他の誤差全般と同様に、 自動視準の視準誤差 （視準エ ラー） は定期的に再測
定する必要があ り ます。 器械を点検 ・ 調整する場合の詳細については、 "5 点検および調
整 " を参照し て く だ さい。

 プ リズムが移動し ている途中で測定を開始し た場合、 距離 ・ 角度測定が同じ位置に対し
て行われず、 座標が変動する可能性があ り ます。

 プ リズム位置を急に移動し た場合、 対象を見失う可能性があ り ます。 移動速度がテ クニ
カルデータの規定数値を超えないよ う に注意し て く だ さい。

002410_002
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電動による位置調整 器械を不安定に設置し た場合、 または設置し た器械付近の交通量混雑や建設工事によ り、
器械への微振動を与える影響がある場合、 最後の測点を測定する前に器械の位置がずれ
て測定が無効なる事態につながり ます。 し っかり と器械を設置し て く だ さい ( 特に急勾配
の場所での測定の場合 )。 器械の体勢が安定し ていない旨が表示された場合は、 位置の偏
り を確認し、 示された位置調整コ マン ド を繰り返し実行し て く だ さい。

5 点検および調整

5.1 概要

説明 Leica Geosystems 製の器械は、 最良の品質を実現できるよ う に製造 ・ 組み立て ・ 調整さ
れています。 急激な温度変化、 衝撃、 圧力などが原因で、 器械の精度が正常な範囲を逸
脱し て低下する こ とがあ り ます。 し たがって、 時々、 器械を点検 ・ 調整する こ と を推奨
し ます。 この点検 ・ 調整は、 現場で特定の測定手順を行 う こ と で実施できます。 この測
定手順については以降の章で説明し てお り、 説明に従って慎重かつ正確に実施する必要
があ り ます。 器械のその他の誤差や機械部品は、 機械的に調整できます。

電子的調整 以下の機械誤差は、 電子的に点検および調整する こ とができます。 

コ ンペンセイ ターと水平補正が器械の設定で有効化されている場合、 普段の作業で測定
し た角度はそれぞれ自動的に補正されます。 傾き補正と水平補正が有効か確認し ます。

測定結果は誤差と し て表示されますが、 適用する際に反対符号を付けて使用されます。

現在の調整誤差 現在使用し ている器械の調整誤差を確認するには、 メ イ ン メ ニュー : ユーザー \ 点検と
調整を選択し て、 器械の調整 メ ニューを開きます。 現在の値を確認し ますオプシ ョ ンを
選択し ます。

機械的調整 以下の器械部品は、 機械的に調整する こ とができます。

• 本体と整準盤の円形気泡管

• 光学求心装置 - 整準盤のオプシ ョ ン

• 三脚の六角ネジ

精密な測定 日常の業務で精密に測定するには、 下記の事項が重要にな り ます。

• 適宜に器械を点検し、 調整する こ と。

• 点検および調整手順の実行中は、 精度の高い測定を行う こ と。

• 正反 ( 対回 ) 観測を行う こ と。 器械誤差には、 対回観測によ り角度を平均化する こ と
で補正できる ものもあ り ます。

 製造過程で、 器械の誤差は慎重に測定され、 ゼロになるよ う 設定されています。 ただ し、
前述のよ う に、 誤差は変化する可能性があ り、 次のよ う な状況では再測定する こ と を強
く 推奨し ます。

• 初回使用時

• 高精度な測量の前

• 振動を伴う / 長距離の輸送後

• 長期稼働後

• 長期保管後

• 現在の環境と前回のキャ リ ブレーシ ョ ン実施時の温度差が 20 ℃ を超えている場合

l、 t コ ンペンセイ ターの縦 ・ 横軸の指標誤差 （イ ンデ ッ ク スエ ラー）
i 垂直軸の指標誤差 （ス タ ンデ ィ ング軸関連）
c 水平視準誤差 （照準線誤差）
a チルチング軸誤差
ATR ATR の水平と鉛直のゼロポイ ン ト 誤差 - オプシ ョ ン 
望遠鏡カ メ ラ 望遠鏡カ メ ラ中心と十字線の間に関連する中心位置エラー 
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電子的に調整可能な誤
差の概要

5.2 準備





 作業を開始する前に、 器械を外気温に慣らす必要があ り ます。 必要な時間は、 保管場所
と作業環境の温度差 1°C ご とに 2 分 （最低 15 分） と し て計算し て く だ さい。

 ATR の調整が正し く 行われても、 ATR 測定を実行し た時、 望遠鏡の十字線がプ リズムの
中心に正確に合わないこ とがあ り ますが 仕様上の現象です。 これは ATR の測定スピー ド
を速 く するためで、 器械自体はプ リズムの中心を認識し てお り、 各測定で十字線からの
ずれを角度オフセ ッ ト と し て補正し てデータに反映し ます。 し たがっ て測距を行っ ても
デ ィ スプレ イに表示されている測角値はプ リズムの中心の角度と な り ます。 つま り、 各
測定し た角 （水平角と鉛直角） は以下の 2 回の行程で修正されます。 初めに ATR エ ラー
を決定、 その後現在視準し ている個々のエ ラーを計算。

次のステ ッ プ

器械の誤差 水平に影
響

垂直に影
響

2 つのフ ェース
の測定によ り解
消される

測定

適切な調整によ
り自動的に補正
される

c - 照準線誤差  -  

a - チルチングの軸誤差  -  

l - コ ンペンセイ ターの指標
誤差

-   

t - コ ンペンセイ ターの指標
誤差

 -  

i - 垂直軸の指標誤差 -   

ATR コ リ メ ーシ ョ ン誤差   - 

同軸カ メ ラ コ リ メ ーシ ョ ン誤
差

   

器械誤差の判定作業を行う前に電子気泡管を使って正し く 整準し て く だ さ
い。

足場、 整準盤、 および三脚は、 安定させて く だ さい。 また、 振動あるいはそ
れ以外の阻害条件がない場所で作業し て く だ さい。 

熱による温度上昇を避けるため、 器械は直射日光から保護する必要があ り ま
す。

強い陽炎や乱気流も避ける こ と を推奨し ます。 最良の条件は、 早朝または曇
天です。

作業内容 参照先

器械の誤差 （複数） の同時調
整

"5.3 統合的な点検調整 (l、 t、 i、 c、 ATR および望遠鏡カ
メ ラ )" を参照し て く だ さい。

チルチング軸の調整 "5.4 チルチング軸調整 （a） " を参照し て く だ さい。

円形気泡管の調整 "5.5 器械および整準盤の円形気泡管の調整 " を参照し て
く だ さい。

レーザー / 光学求心器の調整 "5.7 レーザー求心装置の調整 " を参照し て く だ さい。

三脚の調整 "5.8 三脚の点検 " を参照し て く だ さい。
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5.3 統合的な点検調整 (l、 t、 i、 c、 ATR および望遠鏡カ メ ラ )

説明 同時調整手順では、 器械の次の誤差を 1 回の処理で測定し ます。

調整手順 次の表では、 最も一般的な設定について説明し ています。

l、 t コ ンペンセイ ターの縦 ・ 横軸の指標誤差 （イ ンデ ッ ク スエ ラー）
i 垂直軸の指標誤差 （ス タ ンデ ィ ング軸関連）
c 水平視準誤差 （照準線誤差）
ATRHz 水平角に対する ATR ゼロポイ ン ト 誤差 - オプシ ョ ン
ATR V 鉛直角に対する ATR ゼロポイ ン ト 誤差 - オプシ ョ ン
同軸カ メ ラ Hz 水平角に対する同軸カ メ ラのゼロポイ ン ト 誤差オプシ ョ ン
同軸カ メ ラ V 鉛直角に対する同軸カ メ ラのゼロポイ ン ト 誤差 - オプシ ョ ン

手順 説明

1. メ イ ン メ ニュー : ユーザー \ 点検と調整

2. 器械の調整 メ ニュー

オプシ ョ ンの選択： ｺﾝﾍﾟﾝｾｰﾀ , ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ｴﾗｰ , 光線ｴﾗｰ , 自動視準と望遠鏡ｶﾒﾗを
チ ェ ッ ク及び調整し ます

3. 次へ

4. フ ェース I 測定

自動視準の調整を行いますが有効で、 ATR が使用可能な場合、 調整は ATR Hz
および ATR V の調整誤差の測定を含みます。

 清掃済みのLeica標準プ リズムを対象と し て使用し ます。 360°プ リズム
は使用し ないで く だ さい。

望遠鏡ｶﾒﾗを調整し ますが有効で、 望遠鏡カ メ ラが使用可能な場合、 調整は望
遠鏡カ メ ラのゼロポイ ン ト の測定を含みます。

 清掃済みのLeica標準プ リズムを対象と し て使用し ます。 360°プ リズム
は使用し ないで く だ さい。

5. およそ 100 m 離れた位置から、 望遠鏡で
対象を正確に視準し ます。 対象の位置は、
水平面の ±9°/±10 ゴンの範囲である こ
とが前提です。

この手順は、 どち らの面から でも開始で
きます。

005025_001
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次のステ ッ プ

6. オールを押し て測定を行い、 次の画面に進みます。

望遠鏡ｶﾒﾗを調整し ますが有効になっ てい
る場合、 ビ ューフ ァ イ ンダーとデスプレ
イ上の電子表示の十字線を使用し て、 望
遠鏡カ メ ラで同じ ターゲ ッ ト を正確に視
準し ます。 オールを押し て測定を行い、
次の画面に進みます。

どち らの面でも、 手動で正確に視準
し て く だ さい。

7. フ ェース II 測定

オールを押し て、 他方のフ ェース ( 反位 ) で同じ ターゲ ッ ト を測定し ます。

望遠鏡ｶﾒﾗを調整し ますが有効になっている場合、 ビ ューフ ァ イ ンダーとデス
プレ イ上の電子表示の十字線を使用し て、 望遠鏡カ メ ラで同じ ターゲ ッ ト を正
確に視準し ます。 オールを押すと、 ターゲ ッ ト を測定し、 器械誤差を計算し ま
す。

 1 つ以上の誤差が事前定義された限度を超える場合、 この手順を繰り返す必要
があ り ます。 現在実行中の測定の結果はすべて不適格と し て扱われ、 以前の実
行結果の平均値を求める計算には使用されません。

8. 調整ステータ ス

測定回数 : 完了し た測定の回数を示し ます。 1 　 回の実行で、 フ ェース I と
フ ェ ース II の測定が行われます。 

σ l コ ンペ : 類似行と と もに、 測定し た調整誤差の標準偏差を示し ます。 標準
偏差の計算は、 次の 2 回目の実行後に可能にな り ます。

 少な く と も 2 回実行し て測定し ます。

9. 次へを押し て、 点検 ・ 調整手順を続行し ます。

10. さ らに追加実行の必要がある場合は、 その他の調整を追加し ますを選択し ま
す。 次へを押し て、 以下のステ ッ プに続きます : 4.

または

調整を終了し結果を保存し ますを選択し て、 キャ リ ブレーシ ョ ン処理を終了し
ます。 次へを押し て、 調整結果を確認し ます。

11. 完了を選択し て、 結果を確定し ます。 以後、 追加実行はできません。

または

再測を選択し、 測定値をすべて無視し て、 キャ リ ブレーシ ョ ン実行をすべて繰
り返し ます。

または

戻るで直前の画面に戻り ます。

手順 説明

005026_001

180°

180°

結果 対応

保存する場合 選択がハイに設定されている場合、 次へを選択し て、 古い調整誤
差を新しい調整誤差で上書き し ます。

再測定する場合 再測を選択し、 測定し た新しい調整誤差をすべて無効にし て、 手
順全体を繰り返し ます。 パラグラ フ " 調整手順 " を参照し て く だ
さい。



MS50/TS50/TM50, 点検および調整 63

5.4 チルチング軸調整 （a）

説明 この調整手順では、 器械の次の誤差を測定し ます。

チルチング軸の誤差の
測定手順

次の表では、 最も一般的な設定について説明し ています。

a チルチング軸の誤差

手順 説明

 水平視準誤差 （c） を先に測定し てから、 この手順を開始し ます。

1. メ イ ン メ ニュー : ユーザー \ 点検と調整

2. 器械の調整 メ ニュー

オプシ ョ ンの選択 ： チルチング軸 (a) の調整を行います

3. フ ェース I 測定

およそ 100m 離れた位置 （距離を取れない場合は 100m よ
り も近い位置） から、 望遠鏡で対象を正確に視準し ます。 
対象の位置は、 水平面の上下 27°/30  ゴンの範囲である
こ とが前提です。

この手順は、 どち らの望遠鏡面からでも開始できます。

4. オールを押し て測定を行い、 次の画面に
進みます。

両方のフ ェ ースで、 手動で精確な視
凖を行う必要があ り ます。

5. フ ェース II 測定

オールを押し て、 も う 一方のフ ェース ( 反位 ) で同じ対象を測定し てチルチン
グ軸の誤差を計算し ます。

 誤差が事前定義の範囲を超えている場合、 手順を繰り返す必要があ り ます。 現
在実行中のチルチング軸測定の結果はすべて不適格と し て扱われ、 以前の実行
結果の平均値を求める計算には使用されません。

6. 調整ステータ ス

測定回数 : 完了し た測定の回数を示し ます。 1 回の実行で、 フ ェース I と フ ェー
ス II の測定が行われます。 

σ a ﾁﾙﾁﾝｸﾞ : 測定し たチルチング軸の誤差の標準偏差を示し ます。 標準偏差の
計算は、 次の 2 回目の実行後に可能にな り ます。

 少な く と も 2 回実行し て測定し ます。

7. 次へを押し て、 点検 ・ 調整手順を続行し ます。

8. さ らに追加実行の必要がある場合は、 その他の調整を追加し ますを選択し ま
す。 次へを押し て、 以下のステ ッ プに進みます : 3.

または

005027_001

V=90°+ 27°

- 27°

005026_001

180°

180°
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次のステ ッ プ

5.5 器械および整準盤の円形気泡管の調整

円形気泡管の調整手順

調整を終了し結果を保存し ますを選択し て、 キャ リ ブレーシ ョ ン処理を終了し
ます。 以後、 追加実行はできません。 次へを押し て、 調整結果を確認し ます。 .

9. 完了を選択し て、 結果を確定し ます。 以後、 追加実行はできません。

または

再測を選択し、 測定値をすべて無視し て、 キャ リ ブレーシ ョ ン実行をすべて繰
り返し ます。

手順 説明

結果 対応

保存する場合 次へを選択し て、 古いチルチング軸の誤差を新しいチルチング軸
の誤差で上書き し ます。

再測定する場合 再測を選択し、 測定し た新しいチルチング軸の誤差を無効にし
て、 手順全体を繰り返し ます。 パラグラ フ " チルチング軸調整
（a） " を参照し て く だ さい。

手順 説明

1. 器械を整準盤に取り付け、 三脚に載せて固定し ます。

2. 整準盤の調整ネジを使用し て、 電子気泡管で器械をレベル合わせし ます。

3. 器械設定 \ ト ータルステーシ ョ ン設定 \ 気泡管と コ ンペンセイ ターを選択し、
気泡管と コ ンペンセイ ター画面に進みます。

4. 本体と整準盤の円形気泡管の位置を確認し ます。

5. a) 両方の円形気泡管の気泡の位置が中央にある場合は、 調整は不要です。

b) 片方または両方の円形気泡管の気泡の位置が中央にない場合は、 次のよ う
に調整し ます。

器械 : 気泡が設定円から外れている場合は、 付属の六角レンチで調整ネジ
を回し て気泡が設定円の中央に く るよ う にし ます。 器械を 200gon(180°) 回
転させます。 気泡が中心に来ない場合は、 調整手順を繰り返し ます。

整準盤 : 気泡が設定円から外れている場合は、 付属の六角レンチで調整ネ
ジを回し て気泡が設定円の中央に く るよ う にし ます。

 調整後、 すべてのネジが同じ きつさ で締められてお り、 かつどのネジも緩まな
いよ う にする必要があ り ます。

005028_001
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5.6 プ リズムポールの円形気泡管の調整

円形気泡管の調整- 手
順

5.7 レーザー求心装置の調整

 レーザー求心装置は器械の鉛直軸にあ り ます。 通常の使用条件では、 レーザー求心装置
を調整する必要はあ り ません。 外部からの影響で調整が必要になった場合は、 器械を
Leica Geosystems 認定サービスセン ターにお送り く だ さい。

レーザー求心装置の点
検手順

次の表では、 最も一般的な設定について説明し ています。

手順 説明

1. 下げ振り をつ り下げます。

2. ポール用二脚を使用し て、 プ リズムポールを下げ振りの
ラ イ ン と平行にし ます。

3. プ リズムポールの丸形レベルの位置をチ ェ ッ ク し ます。

4. a) 気泡が中心にあれば、 調整は不要です。

b) 気泡が中心になければ六角レンチを使用し て、 中央
に来るよ う にネジを調整し ます。

 調整後、 すべてのネジが同じ きつさ で締められてお り、 かつどのネジも緩まな
いよ う にする必要があ り ます。

1

2

4b

4a

TS_080

手順 説明

1. 器械を整準盤に取り付け、 三脚に載せて固定し ます。

2. 整準盤の調整ネジを使用し て、 電子気泡管で器械をレベル合わせし ます。

3. 器械設定 \ ト ータルステーシ ョ ン設定 \ 気泡管と コ ンペンセイ ターを選択し、
気泡管と コ ンペンセイ ター画面に進みます。

4. 気泡管と コ ンペンセイ ター画面に進むと、 レーザー求心装置の電源がオンにな
り ます。 レーザー求心装置のレーザー光線の強さ を調整し ます。 レーザー求心
装置の検査は、 紙のよ う な明る く 滑らかな平面上で行います

5. 地上の赤色のスポ ッ ト の中心にマーク を付けます。

6. 器械をゆっ く り と 360° 回転させて、 赤色のレーザースポ ッ ト の動き を注意深
く 観察し ます。

 レーザーポイ ン ト の中心が描 く 円運動の最大直径が、 1.5m の距離で 3mm を超
えてはな り ません。

7. レーザースポ ッ ト の中心がはっ き りわかるほど円を描いていた り、 最初にマー
ク し たポイ ン ト から 3mm 以上離れている場合は調整が必要です。 最寄の Leica 
Geosystems 認定サービスセン ターにご連絡 く だ さい。 明る さや表面によ っ て、
レーザースポ ッ ト の直径は異な り ます。 1.5m では、 約 2.5mm にな り ます。

≤ 3 mm / 1.5 m

Ø 2.5 mm / 1.5 m

005029_001

1

2 360°
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5.8 三脚の点検

三脚の調整手順

次の表では、 最も一般的な設定について説明し ています。

ステ ッ
プ

説明

 手入れ [ サンキャ ク : テイ レ ]

1. 脚頭キャ ッ プネジを付属の六角レンチでゆっ く り と締めます。

2. 三脚の脚頭部を持って持ち上げた と き、 脚の広がりがそのままの状態を保つよ
う に蝶つがいのネジを締めて く だ さい。

3. 三脚の脚にある六角ネジを締めて く だ さい。

008706_001

12

3
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6 取り扱いと輸送

6.1 輸送

作業現場での輸送 作業現場で器械を輸送する場合、 必ず次の指示に従っ て く だ さい。

• 器械は必ず専用のコ ンテナに入れる。

• または、 取り付けた製品が傾かないよ う に、 三脚の脚部を伸ばし た状態で肩に乗せて
運ぶ。

車両による運搬 車で輸送する場合は、 器械をそのまま車両に載せないで く だ さい。 車の振動で器械が損
傷を受ける可能性があ り ます。 常に製品を専用の輸送コ ンテナ、 包装または等価物に入
れて運搬し て く だ さい。

輸送 器械を列車、 航空機、 船舶などで輸送する場合は、 オ リ ジナルの Leica Geosystems 梱包
セ ッ ト 、 輸送ケース、 およびダンボール箱または同等品を必ず使用し て、 衝撃と振動か
ら器械を保護し て く だ さい。

バッ テ リーの出荷、 運
搬

バッ テ リーの持ち運び、 発送時には、 製品管理者は、 摘要される国、 国際ルールや規則
に従う よ う に事項を確認し なければな り ません。 運搬または出荷にあたっては、 お近 く
の運送会社にご相談 く だ さい。

現場調整 取扱説明書の指示に従っ て、 定期的に （特に製品の落下、 長期間の保管、 輸送の後は）
テス ト 測定および現場での調整を実行し て く だ さい。

6.2 保管

製品 器械を保管する場合、 特に夏期に自動車の中で保管する場合は、 保管中の温度に注意し
て く だ さい。 温度制限については、 " テ クニカルデータ " を参照し て く だ さい。

現場での調整 長期の保管後は、 器械を使用する前に本マニュアルの指示に従っ て必ず点検し て く だ さ
い。

リ チウムイオン <:hr>
バッ テ リー

• 保管温度の範囲については、 " テ クニカルデータ " を参照し て く だ さい。

• バッ テ リーは、 器械および充電器から外し て保管し て く だ さい。

• 保管後に使用する場合は、 再充電を し て く だ さい。

• バッ テ リーは水濡れおよび湿気から保護し て く だ さい。 水で濡れたバッ テ リーは、 乾
燥後に保管または使用し て く だ さい。

• 湿度の低い環境において 0°C ～ +30°C 温度範囲内で保管し、 バッ テ リーの放電を
最小限にする こ と を推奨し ます。

• 推奨温度範囲で保管する と、 30% ～ 50% の充電残量を最大 1 年間保持し ます。 期間を
過ぎた場合は、 バッ テ リーの再充電が必要です。
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6.3 清掃と乾燥

製品と アクセサリー • レンズと プ リズムの埃はブロワーで吹き飛ばし て く だ さい。

• ガラス部分に決し て指で触れないで く だ さい。

• 清掃する と きは、 清潔で柔らかな毛羽立っ ていない布だけを使用し て く だ さい。 必要
に応じ て、 水または純粋アルコールで湿らせた布を使用し て く だ さい。 その他の液体
は絶対に使用し ないで く だ さい。 ポリ マー材を使用し ている部分が破損する恐れがあ
り ます。

プ リズムの曇り プ リズムの温度が外気温よ り も低い場合、 曇りやす く な り ます。 単純にプ リズムを拭 く
だけでは不十分です。 上着の内側や車両の内部に しばら く の間、 放置し て、 外気温に慣
ら し て く だ さい。

製品が濡れた と き 製品、 輸送用ケース、 緩衝材およびアクセサリーも拭いて、 さ らに乾拭き し て （40 ℃以
下で） 乾燥させて く だ さい。 バッ テ リーカバーを取り外し て、 バッ テ リー収納部を乾燥
させます。 完全に乾いてから器械をケースに収納し て く だ さい。 現場で使用する時は、 輸
送用ケースを必ず閉じ て く だ さい。

ケーブルと プ ラグ プ ラグは清潔に し て、 決し て濡ら さ ないで く だ さい。 接続ケーブルのプ ラグに入った埃
は吹き飛ばし て く だ さい。 

6.4 メ ンテナンス

 製品の点検は、 必ず、 Leica Geosystems 認定のサービスセン ターで行って く だ さい。 
Leica Geosystems は、 12 カ月ご とに製品を点検する こ と をお勧めし ます。

MS50/TS50/TM50 本体は、 自立監視システムを装備し ています。 この自立監視システム
は最高の動作性能と長い維持管理サイ クルを実現するよ う設計されています。 そのため、
Leica Geosystems は、 ユーザーイ ン ターフ ェ イスのメ ッ セージ行に メ ッ セージが表示さ
れた と きはすぐに点検をする こ と をお勧めし ます。
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7 テ クニカルデータ

7.1 角度測定

精度

特性 絶対、 連続、 直径

7.2 距離測定 （プ リズム測定）

測距範囲 TS50/TM50-R1000 の場合 :

MS50-R2000 の場合 :

タ イプ 標準偏差  Hz、 V、 ISO17123-3 最小表示 

["] [mgon] ["]  [mgon]

TM50 R1000/

TM50 I R1000

0.5 0.15 0.1 0.01

1 0.30 0.1 0.01

TS50 I R1000 0.5 0.15 0.1 0.01

MS50 R2000 1 0.30 0.1 0.01

プ リズム 測距範囲 A 測距範囲 B 測距範囲 C

[m] [ft] [m] [ft] [m] [ft]

標準プ リズム (GPR1、 GPH1P) 1800 6000 3000 10000 3500 12000

360° プ リズム (GRZ4、
GRZ122)

800 2600 1500 5000 2000 7000

360° ミ ニプ リズム (GRZ101) 450 1500 800 2600 1000 3300

ミ ニプ リズム (GMP101) 800 2600 1200 4000 2000 7000

反射シー ト (GZM31)

60 mm x 60 mm

150 500 250 800 250 800

マシンオー ト メ ーシ ョ ン型パ
ワープ リズム (MPR122)

 モニ タ リ ング用プ リズ
ム

800 2600 1500 5000 2000 7000

最短測定距離 1.5 m

プ リズム 測距範囲 A 測距範囲 B 測距範囲 C

[m] [ft] [m] [ft] [m] [ft]

標準プ リズム (GPR1、 GPH1P) 2200 7300 7500 24600 >10000 >32800

360° プ リズム (GRZ4、
GRZ122)

1200 3900 2250 7500 3000 10500

360° ミ ニプ リズム (GRZ101) 670 2250 1200 3900 1500 4950

ミ ニプ リズム (GMP101) 1200 3900 1800 6000 3000 10500

反射シー ト (GZM31)

60 mm x 60 mm

220 750 375 1200 370 1200

マシンオー ト メ ーシ ョ ン型パ
ワープ リズム (MPR122)

 モニ タ リ ング用プ リズ
ム

1200 3900 2250 7500 3000 10500
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大気条件

 外付けの補助光学装置を使用せずに、 測定範囲全体で リ フ レ ク ターテープに対し て測定
を実施できます。

精度 精度は、 標準プ リズムに対する測定の場合のものです。

TS50/TM50-R1000 の場合 :

レーザビームが妨げられた場合、 極度の温度差が存在する場合、 またはレーザービーム
パス上に移動物がある場合は、 こ こに明記し た精度が得られない可能性があ り ます。

MS50-R2000 の場合 :

レーザビームが妨げられた場合、 極度の温度差が存在する場合、 またはレーザービーム
パス上に移動物がある場合は、 こ こに明記し た精度が得られない可能性があ り ます。

特性

最短測定距離 1.5 m

範囲 A ： 濃い霧 （5km の視界） または強い日差し で、 大規模な陽炎が発生し ている
状況

範囲 B ： 薄い霧 （約 20km の視界） または穏やかな日差し で、 若干の陽炎が発生し て
いる状況

範囲 C ： 曇天、 霧な し （約 40km の視界）、 陽炎は発生し ていない状況

EDM
測定モー ド

標準偏差  ISO 17123-
4、 標準プ リズム

標準偏差  ISO 17123-
4、

テープ **

測定時間、 代表値 [s]

精密 0.6 mm+1 ppm* 1 mm + 1 ppm 7

標準 1 mm + 1 ppm 1 mm + 1 ppm 2.4

高速 2 mm + 1 ppm 3 mm + 1 ppm 2.0

連続 3 mm + 1 ppm 3 mm + 1 ppm < 0.15

平均 1 mm + 1 ppm 1 mm + 1 ppm -

ト ラ ッ キング 3 mm + 1 ppm 3 mm + 1 ppm < 0.15

* 大気条件タ イプ C、 最大距離 1000 m、 GPH1P プ リズム
** 器械に位置合わせを し た ターゲ ッ ト

EDM
測定モー ド

標準偏差  ISO 17123-
4、 標準プ リズム

標準偏差  ISO 17123-
4、

テープ *

測定時間、 代表値 [s]

標準 1 mm + 1.5 ppm 1 mm + 1.5 ppm 1.5

高速 2 mm + 1.5 ppm 3 mm + 1.5 ppm 1.0

連続 2 mm + 1.5 ppm 3 mm + 1.5 ppm >0.05**

平均 1 mm + 1.5 ppm 1 mm + 1.5 ppm -

ト ラ ッ キング 2 mm + 1.5 ppm 3 mm + 1.5 ppm >0.05**

* 器械に位置合わせを し た ターゲ ッ ト
** 自動測点アプ リ ケーシ ョ ンの使用によ り、 測定時間は長 く 掛かり ます。

種類 ： 同軸可視光赤色レーザー
波長 ： 658 nm
測定システム ： R1000: システムアナラ イザー 100 MHz - 150 MHz

R2000: 波形デジ タ イザー
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7.3 距離測定 （ノ ンプ リズム設定）

測距範囲

測定距離範囲 ：

大気条件

精度 TS50/TM50-R1000 の場合 :

日陰または曇り空での対象物 レーザビームが妨げられた場合、 極度の温度差が存在する
場合、 またはレーザービームパス上に移動物がある場合は、 こ こに明記し た精度が得ら
れない可能性があ り ます。 表示分解能は 0.1 mm です。

MS50-R2000 の場合 :

日陰または曇り空での対象物 レーザビームが妨げられた場合、 極度の温度差が存在する
場合、 またはレーザービームパス上に移動物がある場合は、 こ こに明記し た精度が得ら
れない可能性があ り ます。 表示分解能は 0.1 mm です。

特性

タ イプ コダ ッ クグレー
カー ド

測距範囲 D 測距範囲 E 測距範囲 F

[m] [ft] [m] [ft] [m] [ft]

R1000 白色側、 反射率 
90 %

800 2630 1000 3280 >1000 >3280

R1000 灰色側、 反射率 
18 %

400 1320 500 1640 >500 >1640

R2000 白色側、 反射率 
90 %

1500 4920 2000 6560 >2000 >6560

R2000 灰色側、 反射率 
18 %

750 2460 1000 3280 >1000 >3280

R1000: 1.5 m - 1200 m
R2000: 1.5 m ～ 2400 m

1.5 m 以下の測距はできません。

D ： 強い日差し で、 大規模な陽炎が発生し ている状況にある物体
E ： 曇天で、 日陰の状況にある物体
F ： 地下、 夜間、 薄暮の状況

標準測定 標準偏差 

ISO17123-4

測定時間、 代表値 
[s]

測定時間最速値 [s]

0 m ～ 500 m 2mm+2ppm 3 12

>500m 4mm+2ppm 6 12

標準測定 標準偏差 

ISO17123-4

測定時間、 代表値 
[s]

測定時間最速値 [s]

0 m ～ 500 m 2mm+2ppm 1.5 12

>500m 4mm+2ppm 4 12

* 自動測点アプ リ ケーシ ョ ンの使用によ り、 測定時間は長 く 掛かり ます。

種類 ： 同軸可視光赤色レーザー
波長 ： 658 nm
測定システム ： R1000: システムアナラ イザー 100 MHz - 150 MHz

R2000: 波形デジ タ イザー
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レーザースポ ッ ト の径

7.4 距離測定 - 長距離 （LO モー ド）

機能の有無 TS50/TM50 でのみ使用可能です。

測距範囲

大気条件

精度

レーザビームが妨げられた場合、 極度の温度差が存在する場合、 またはレーザービーム
パス上に移動物がある場合は、 こ こに明記し た精度が得られない可能性があ り ます。 表
示分解能は 0.1 mm です。

特性

距離 [m] レーザースポ ッ ト の径、 概算値 [mm]

30 7 x 10

50 8 x 20

100 16 x 25

プ リズム 測距範囲 A 測距範囲 B 測距範囲 C

[m] [ft] [m] [ft] [m] [ft]

標準プ リズム (GPR1、
GPH1P)

2200 7300 7500 24600 >10000 >32800

測定距離範囲 ： 1000 m ～ 12000 m
デ ィ スプレ イの表示 ： 最大 12000 m

範囲 A ： 濃い霧 （5km の視界） または強い日差し で、 大規模な陽炎が発生し ている
状況

範囲 B ： 薄い霧 （約 20km の視界） または穏やかな日差し で、 若干の陽炎が発生し
ている状況

範囲 C ： 曇天、 霧な し （約 40km の視界）、 陽炎は発生し ていない状況

標準測定 標準偏差 

ISO17123-4

測定時間、 代表値 
[s]

測定時間最速値 [s]

長距離 3mm+1ppm 2.5 12

方式 ： 位相測定
タ イプ ： 同軸可視赤色レーザー
搬送波 ： 658nm
測定システム ： システムアナラ イザー （100MHz - 150MHz 基準）
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7.5 自動視準 ATR

ATR/LOCK の範囲 MS50/TS50 の場合 :

TM50 の場合 :

GPR1 プ リズムを使用
し た場合の ATR 精度

ATR 角度精度 Hz、 V (std. dev. ISO17123-3、 大気条件タ イプ C):

プ リズム ATR モー ドの範囲 Lock モー ド の範囲

[m] [ft] [m] [ft]

標準プ リズム （GPR1） 1000 3300 800 2600

360° プ リズム (GRZ4、 GRZ122) 800 2600 600 2000

360° ミ ニプ リズム (GRZ101) 350 1150 200 660

ミ ニプ リズム (GMP101) 500 1600 400 1300

反射シー ト (GZM31)

60 mm x 60 mm

45 150 測定不能

マシンオー ト メ ーシ ョ ン型パワー
プ リズム (MPR122)

 器械制御用のみです !

600 2000 500 1600

 最大範囲は、 た と えば雨天のよ う な悪天候下では制約を受けます。

最短測定距離 360° プ リズム ATR: 1.5 m
最短測定距離 360° プ リズム LOCK: 5 m

プ リズム ATR モー ドの最大範囲 *

[m] [ft]

標準プ リズム （GPR1） 3000 9900

360° プ リズム (GRZ4、 GRZ122) 1500 5000

360° ミ ニプ リズム (GRZ101) 700 2310

ミ ニプ リズム (GMP101) 1000 3300

反射シー ト (GZM31)60mm x 60mm 45 150

マシンオー ト メ ーシ ョ ン型パワープ リズム (MPR122)

 器械制御用のみです !

1200 3960

 最大範囲は、 た と えば雨天のよ う な悪天候下では制約を受けます。

* 大気条件タ イプ C、 器械に位置合わせし た ターゲ ッ ト
最短測定距離 360° プ リズム ATR: 1.5 m

TS50/TM50、 0.5": 0.5"(0.15mgon)
MS50/TS50/TM50、 1": 1"(0.3mgon)
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ATR を使用し た場合の
測定精度

• 自動視準 (ATR) でプ リズムの位置を決定する際の精度は、 内蔵 ATR の精度、 器械の
角精度、 プ リズムのタ イプ、 選択し た EDM 測定プログラム、 外部の測定条件など、
複数の要因に左右されます。

• 次のグラ フは、 3 つの異なるプ リズムタ イプ、 距離、 および器械精度を使用し た と き
の、 典型的な ATR 測定精度を示し ています。

LOCK モー ド での最大
速度

サーチ

特性

Leica GRZ4 プ リズム (360°)

Leica GRZ122 プ リズム (360°)

Leica 円形プ リズムおよび Leica 円形 ミ ニプ リズム

mm ATR 精度 [mm]
m 測距 [m]
" 器械角精度 ["]

m0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

10
0090

0

80
0

mm
7

6

5

4

3

2

1

0

GRZ122

GRZ4

1”

0.5”

005232_001

最大接線方向速度 : 20 m で 9 m/s;100 m で 45 m/s
測定モー ド での最大半径方向速度 : ト ラ ッ キング 5 m/s

視野内にプ リズムがある場合のサーチ時間 ：1.5 s
視野 ： MS50/TS50 の場合 : 1°25’/1.55 gon

TM50 の場合 : 0°28’/0.52 gon
サーチウ ィ ン ド ウの変更 ： 可

方式 ： デジ タル画像処理
タ イプ ： 赤外線レーザー
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7.6 スキャニング

機能の有無 MS50 R2000 および CS 上で、 MS50 R2000 に接続し た際に使用できます。

測距範囲 次の範囲は、 最適な測定条件を示し ます ( 日陰、 雲空下の対象、 静止し た対象 )。

精度 ノ イズ範囲 *(1sigma; コダ ッ クグレーカー ド ( 反射率 90%)):

日陰、 雲空下の対象 レーザー光線が妨げられた場合、 極度な温度差が生じ た場合、 また
はレーザー光線の照射線上に移動体がある場合には、 ノ イズ範囲と精度に偏差が生じ る
可能性があ り ます。

モデル表面の絶対位置精度は、 RL 単一測定と同様です。

モー ド コダ ッ クグレーカー ド ( 反射率 90%) 最大範囲

[m] [ft]

1000 Hz 白色側、 反射率 90% 300 980

250 Hz 400 1310

62 Hz 500 1640

>1 Hz 1000 3280

最短測定距離 1.5 m

距離 1000 Hz 250 Hz 62 Hz 1 Hz

10 m 0.6 mm 0.5 mm 0.4 mm 0.4 mm

25 m 0.8 mm 0.6 mm 0.5 mm 0.5 mm

50 m 1.0 mm 0.8 mm 0.6 mm 0.6 mm

100 m 2.0 mm 1.0 mm 0.8 mm 0.8 mm

200 m 6.0 mm 3.0 mm 2.0 mm 1.8 mm

* ノ イズ範囲とは、 モデル表面でスキャ ン し た測点の残差の標準偏差を表し ます。
• 平ら な表面を もつターゲ ッ ト

• ターゲ ッ ト 平面への垂線の方向は測定方向と同一

• 測点群に非常に良 く 適合し たモデル平面

標準測定 標準偏差  ISO17123-4

0 m ～ 500 m 2mm+2ppm

>500 m 4mm+2ppm
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7.7 パワーサーチ （PS）

測距範囲

測定の際に、 上下方向の視野角の範囲が狭かった り、 気象条件が悪いと最大測定範囲が
短 く なる こ とがあ り ます。 (* 器械の向きが最適な と き )

サーチ

特性

7.8 オーバービ ューカ メ ラ

オーバービ ューカ メ ラ

プ リズム 範囲 PS

[m] [ft]

標準プ リズム （GPR1） 300 1000

360° プ リズム (GRZ4、 GRZ122) 300* 1000*

360° ミ ニプ リズム (GRZ101) 推奨せず

ミ ニプ リズム (GMP101) 100 330

マシンオー ト メ ーシ ョ ン型パワープ リズム (MPR122)

 器械制御用のみです !

300* 1000*

最短測定距離 1.5 m

通常のサーチ時間 ： 5 - 10 秒
回転速度 ： 最大 100 gon/s
デフ ォル ト のサーチ範囲 ： Hz: 400 gon、 V: 40 gon
サーチウ ィ ン ド ウの変更 ： 可

原理 ： デジ タル画像処理
タ イプ : 赤外線レーザー

センサー ： 5 Mpixel CMOS センサー
焦点距離 ： 21 mm
視野 ： 15.5° x 11.7° （対角 19.4°）
フ レームレー ト ： ≤20 フ レーム / 秒

ピン ト ： 2 m （6.6 ft） から無限遠 （ズーム倍率 1 x の時）

7.5 m （24.6 ft） から無限遠 （ズーム倍率 4 x の時）
画像記録 ： JPEG 最大 5 Mpixel （2560 x 1920）
ズーム ： 4 段階 (1x、 2x、 4x、 8x)
ホワイ ト バラ ンス ： 自動およびユーザー設定可能
明る さ ： 自動およびユーザー設定可能
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7.9 望遠鏡カ メ ラ

望遠鏡カ メ ラ

7.10 SmartStation （スマー ト ステーシ ョ ン）

7.10.1 SmartStation （スマー ト ステーシ ョ ン） 精度

 精度は、 観測し た衛星数、 衛星の幾何学的配置、 観測時間、 天体暦精度、 電離層の障害、
マルチパス、 アンビギュ イテ ィ ーの決定など さ まざまな要因に応じ て変わり ます。 次の
精度は、 良好な環境で測定し た場合の値です。

必要な時間は、 衛星数、 幾何学的配置、 電離層条件、 マルチパスなどの各種の要因に応
じ て変わり ます。 GPS および GLONASS は、 GPS のみと比較し て、 最大 30 %、 性能と精
度を上げる こ とができます。 Galileo および GPS L5 星座をすべて使用する と、 測定のパ
フ ォーマンス と精度がさ らに向上し ます。

精度

初期化

RTK データ フ ォーマ ッ
ト

センサー ： 5 Mpixel CMOS センサー
焦点距離 ：  時、 231mm

視野 ： 対角 1.5°
フ レームレー ト ： ≤20 フ レーム / 秒

ピン ト ： サーボフ ォーカス : 手動による電動フ ォーカス、 各器械タ
イプで使用可能
オー ト フ ォーカス : 自動焦点機能、 画像機能を搭載し た器
械で使用可能

焦点を合わせるまでの時間
:

標準 2 秒

フ ォーカス範囲 : 1.7 m から無限大
画像記録 ： JPEG 最大 5 Mpixel （2560 x 1920）
ズーム、 デジ タル : 4 段階 (1x、 2x、 4x、 8x)
ホワイ ト バラ ンス ： 自動およびユーザー設定可能
明る さ ： 自動およびユーザー設定可能

位置精度 ： 水平方向 : 10 mm + 1 ppm
垂直方向 : 20 mm + 1 ppm
GPS 基準局網のデータ を使用し た場合の精度は、 GPS 基準
局網データの配信会社が示す精度仕様に依存し ます。

方法 : リ アルタ イム (RTK)
初期化の信頼度 ： 99.99 % 以上
初期化時間 ： 8 秒 ( 代表値 )、 5 つ以上の衛星から L1 と L2 を受信時
レンジ ： 最大 50 km、 確実にデータ通信ができる と き

受信可能なデータ タ イプ ： Leica 専用フ ォーマ ッ ト  GPS / Glonass and GNSS real-time 
data formats, CMR, CMR+, RTCM V2.1 / 2.2 / 2.3 / 3.1 / 3.2
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7.10.2 SmartStation （スマー ト ステーシ ョ ン） 寸法

SmartStation 寸法 GS15 併用

GS14 併用

005118_001

114 mm 114 mm
228 mm

196 mm

248 mm

19
6 

m
m

52
2 

m
m

005119_001

114 mm 114 mm
228 mm

190 mm

248 mm

19
6 

m
m

41
4 

m
m
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GS12 併用

GS08plus 併用

RH16/RH17 併用

005120_001

114 mm 114 mm
228 mm

186 mm

248 mm

19
6 

m
m

45
4 

m
m

005121_001

114 mm 114 mm
228 mm

186 mm

248 mm

19
6 

m
m

41
5 

m
m

005122_001

114 mm 114 mm
228 mm

72 mm

248 mm

19
6 

m
m

45
7 

m
m
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7.10.3 SmartAntenna （スマー ト アンテナ） のテ クニカルデータ

説明と使用法 使用する SmartAntenna は、 アプ リ ケーシ ョ ンに基づいて選択し ます。 以下の表は、
SmartAntenna の説明と使用目的です。

寸法

コネク タ : • アンテナケーブルに接続する 8 ピン LEMO-1 ソケ ッ ト (CS フ ィ ールド コ ン ト ローラー
付きのポールで SmartAntenna を単独使用する場合のみ該当 )

• 特殊ク リ ッ プオン イ ン ターフ ェ イス ( 器械上、 SmartAntenna の SmartAntenna Adapter
接続用 )

取り付け 5/8" ウ ィ ッ ト

重量 1.1 kg ( 内部バッ テ リー GEB212 を含む ) 

電源

内蔵バッ テ リー

電気的データ

タ イプ 説明 使用法

GS12/GS14/GS15 GPS, GLONASS, Galileo, グラ ン ド プ
レーンを内蔵し た BeiDou 
SmartTrack アンテナ。

CS フ ィ ールド コ ン ト ロー
ラー用または
MS50/TS50/TM50 用

GS08plus L1、 L2GPS、 GLONASS 
SmartTrack+ アンテナ

CS フ ィ ールド コ ン ト ロー
ラー用または
MS50/TS50/TM50 用

タ イプ 高さ （m） 直径 （m）

GS08plus 0.071 0.186

GS12 0.089 0.186

GS14 0.090 0.190

GS15 0.198 0.196

消費電力 ： 1.8 W ( 代表値 )、 270 mA
外部電源電圧 ： 定格 12V DC （ 、 GEV197SmartAntenna から PC への

データ転送用、 および外部電源装置 )、 電圧範囲
10.5- 28 V DC

タ イプ : リ チウムイオン
電圧 ： 7.4V
容量 ： GEB212: 2.6Ah
標準動作時間 ： GEB212: 6.5 h

タ イプ GS08plus GS14 GS15

周波数

GPS L1 1575.42 MHz   

GPSL2 1227.60 MHz   

GPS L5 1176.45 MHz - - 

GLONASS L1 1602.5625-1611.5 MHz   

GLONASS L2 1246.4375-1254.3 MHz   

Galileo E1 1575.42 MHz - - 

Galileo E5a 1176.45 MHz - - 

Galileo E5b 1207.14 MHz - - 
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 Galileo Alt-BOC は、 Galileo E5a および E5b の周波数を カバーし ます。

環境性能 温度

水、 埃、 砂からの保護

湿度

Galileo Alt-BOC 1191.795 MHz - - 

利得 ( 代表値 ) 37dBi 27dBi 27dBi

ノ イズ指数 ( 代表値 ) <3dBi <2dBi <2dBi

タ イプ GS08plus GS14 GS15

動作温度 （℃） 保管温度 （℃）

-40 to +65 -40 to +80

ブルー ト ゥース ： -30 to +65

保護

GS08plus/GS12/GS15 GS14

IP67 (IEC 60529) IP68 (IEC 60529)

防塵 防塵

風雨への耐性 防浸

一時的浸水に対する防水 ( 最大 1m) 水深 1.40 m で 2 時間試験

保護

最大 100%

定期的にアンテナを乾かすこ とによ っ て、 結露の影響に対処する こ とができます。
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7.11 各国規制への対応

7.11.1 MS50/TS50/TM50

各国規制への適合

周波数帯

出力電力

アンテナ

• FCC の第 15 条 ( ア メ リ カ合衆国で適用 )
• こ こに、 Leica Geosystems AG は、 MS50/TS50/TM50 が、 1999/5/EC 指令の重要な要

求事項ならびに関連規定、 および適用されるその他のヨ ーロ ッパ指令に準拠し ている
事を宣言し ます。 この適合宣言は、 http://www.leica-geosystems.com/ce を参照し て く
だ さい。

ヨ ーロ ッパ指令 1999/5/EC （R&TTE） に準じ る 　 Class 1 の器械について
は、 どの EU 加盟国においても制限な く 市場への参入やサービスへの導
入が可能です。

• 以上でカバーされていない国で使用する と きは、 予めその国の規定の認証を受ける必
要があ り ます。

• 日本の電波法と電気通信事業法のコ ンプ ラ イアンス

– この機器は、 日本の電波法および電気通信事業法の認証を受けています。

– この機器を改造し ないで く だ さい （改造する と認証番号が無効にな り ます）。

タ イプ 周波数帯 [MHz]

Bluetooth 2402 - 2480

WLAN 2400 - 2483、 チャ ンネル 1-11 のみ

タ イプ 出力 [mW]

Bluetooth 2.5

WLAN(802.11b) 50

WLAN(802.11g) 32

タ イプ アンテナ Gain[dBi] コネク タ : 周波数帯 [MHz]

Bluetooth 内蔵アンテナ - - -

WLAN 内蔵アンテナ - - -
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7.11.2 ラジオハン ドル

各国規制への適合

周波数帯域

出力 < 100mW （e. i. r. p.）

アンテナ

• FCC の第 15 条 ( ア メ リ カ合衆国で適用 )
• こ こに Leica Geosystems AG は、 が 1999/5/EC の指令の必須条件ならびにその他の関

連条項および該当するその他のヨ ーロ ッパ指令に準拠し ている事を宣言し ます。  この
適合宣言は、 http://www.leica-geosystems.com/ce を参照し て く だ さい。

ヨ ーロ ッパ指令 1999/5/EC (R&TTE) に準じ る Class 1 の器械については、
どの EEA 加盟国においても制限な く 市場への参入やサービスへの導入が
可能です。

• FCC 規定の第 15 条または欧州指令 1999/5/EC が適用されないその他の国内規制を持
つ国の場合は、 使用および運用の前に適合性の承認を受ける必要があ り ます。

• 日本の電波法と電気通信事業法のコ ンプ ラ イアンス

– この機器は、 日本の電波法および電気通信事業法の認証を受けています。

– この機器を改造し ないで く だ さい （改造する と認証番号が無効にな り ます）。

RH16 2402 - 2480 MHz に制限
RH17 2402 - 2480 MHz に制限

タ イプ ： /2 ダイポールアンテナ

ゲイ ン ： 2dBi
コネク ター ： 特別にカス タ マイズされた SMB
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7.11.3 GS08plus

各国規制への適合

周波数帯

出力

アンテナ

• FCC の第 15、 22、 24 条 （ア メ リ カ合衆国で適用）
• 無線器械および電気通信端末器械に関する ヨ ーロ ッパ指令 1995/5/EC、 およびその他

の該当する ヨ ーロ ッパ指令。 「CE 準拠声明」 を参照し て く だ さい。 Leica Geosystems 
AG GS08plus 準拠宣言については、 http://www.leica-geosystems.com/ce を参照し て く
だ さい。

ヨ ーロ ッパ指令 1999/5/EC （R&TTE） に準じ る 　 Class 1 の器械について
は、 どの EEA 加盟国においても制限な く 市場への参入やサービスへの導
入が可能です。

• FCC の第 15 条、 22 条、 24 条 （ア メ リ カ合衆国で適用）、 またはヨ ーロ ッパの 
1999/5/EC 指令の適用外 （その他の規制が存在する） と なる国で製品を使用する場合
は、 その国の規定に沿った認証を受ける必要があ り ます。

• 日本の電波法と電気通信事業法のコ ンプ ラ イアンス

– この機器は、 日本の電波法および電気通信事業法の認証を受けています。

– この機器を改造し ないで く だ さい （改造する と認証番号が無効にな り ます）。

タ イプ 周波数帯 （MHz）

GS08plus 1227.60

1575.42

1246.4375 - 1254.3

1602.4375 - 1611.5

Bluetooth 2402 - 2480

タ イプ 出力 （mW）

GNSS 受信専用

Bluetooth 5 （Class 1）

GNSS 内部 GNSS アンテナエレ メ ン ト （受信専用）
Bluetooth タ イプ : マイ ク ロス ト リ ッ プアンテナ内蔵

利得 ： 1.0dBi
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7.11.4 GS12

各国規制への適合

周波数帯

出力

アンテナ

• FCC の第 15 条、 22 条、 24 条 （ア メ リ カ合衆国で適用）
• こ こに Leica Geosystems AG は、 製品 GS12 が指令 1999/5/EC の必須要件および他の

関連規定に準拠する こ と を宣言し ます。 準拠宣言については、 http://www.leica-
geosystems.com/ce を参照し て く だ さい。

ヨ ーロ ッパ指令 1999/5/EC （R&TTE） に準じ る 　 Class 1 の器械について
は、 どの EEA 加盟国においても制限な く 市場への参入やサービスへの導
入が可能です。

• FCC の第 15 条、 22 条、 24 条 （ア メ リ カ合衆国で適用）、 またはヨ ーロ ッパの 
1999/5/EC 指令の適用外 （その他の規制が存在する） と なる国で製品を使用する場合
は、 その国の規定に沿った認証を受ける必要があ り ます。

• 日本の電波法と電気通信事業法のコ ンプ ラ イアンス

– この機器は、 日本の電波法および電気通信事業法の認証を受けています。

– この機器を改造し ないで く だ さい （改造する と認証番号が無効にな り ます）。

タ イプ 周波数帯 （MHz）

GS12 1176.45

1191.795

1207.14

1227.60

1246.4375 - 1254.3

1575.42

1602.4375 - 1611.5

Bluetooth 2402 - 2480

タ イプ 出力 （mW）

GNSS 受信専用

Bluetooth 5 （Class 1）

GNSS 内部 GNSS アンテナエレ メ ン ト （受信専用）
Bluetooth タ イプ ： イ ン ターナル ・ マイ ク ロス ト リ ッ プ ・ アンテナ

ゲイ ン ： 1.5dBi
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7.11.5 GS14

各国規制への適合

周波数帯

出力

• FCC の第 15 条 ( ア メ リ カ合衆国で適用 )
• 無線器械および電気通信端末器械に関する ヨ ーロ ッパ指令 1995/5/EC、 およびその他

の該当する ヨ ーロ ッパ指令。 「CE 準拠声明」 を参照し て く だ さい。 Leica Geosystems 
AG GS14 準拠宣言については、 http://www.leica-geosystems.com/ce を参照し て く だ さ
い。

欧州指令 1999/5/EC (R&TTE) に準拠する Class 2 機器

• 以上でカバーされていない国で使用する と きは、 予めその国の規定の認証を受ける必
要があ り ます。

• 日本の電波法と電気通信事業法のコ ンプ ラ イアンス 。

– この機器は , 日本の電波法および電気通信事業法の認証を受けています .

– この機器を改造し ないで く だ さい （改造する と認証番号が無効にな り ます） .

タ イプ 周波数帯 [MHz]

GS14 1227.60

1246.4375 ～ 1254.3

1575.42

1602.5625 - 1611.5

GS14、 Bluetooth 2402 - 2480

GS14、 無線 403 - 473

GS14、 2G GSM Quad-Band EGSM 850 / 900 / 1800 / 1900

[GS14]、 
3.75G GSM/UMTS

4- バン ド  GSM 
& Penta-Band UMTS 800 / 850 / 900 / 1900 / 2100

GS14、
3.75G GSM/UMTS/CDMA

4- バン ド  GSM 
とペン タバン ド UMTS 
& Tri-Band CDMA 800 / 1900

タ イプ 出力 [mW]

GNSS 受信専用

Bluetooth 5

無線 1000

2G GSM EGSM850/900 2000

2G GSM GSM1800/1900 1000

2G GSM GPRS マルチスロ ッ ト  class 10 ( 最大 . 2/8 TX)

3.75G GSM E(dge)GPRS マルチスロ ッ ト class 12 ( 最大 . 4/8 
TX)

3.75G UMTS

800/850/900/1900/2100

250

CDMA

BC0 & BC10 (800)/BC1 (1900)

250
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アンテナ

7.11.6 GS15

国家規制への適合

周波数帯

出力

アンテナ

タ イプ アンテナ 増幅率 [dBi]

GNSS 内部 GNSS アンテナエレ メ ン ト
（受信専用）

-

Bluetooth マイ ク ロス ト リ ッ プアンテナ内
蔵

最大 2

UHF 外部アンテナ -

GSM/UMTS/CDMA 内蔵アンテナ 0 最大 . @ 800 / 850 / 900

3 最大 . @ 1800 / 1900 / 2100

• FCC の第 15 条、 22 条、 24 条 （ア メ リ カ合衆国で適用）
• こ こに Leica Geosystems AG は、 製品 GS15 が指令 1999/5/EC の必須要件および他の

関連規定に準拠する こ と を宣言し ます。 準拠宣言については、 http://www.leica-
geosystems.com/ce を参照し て く だ さい。

ヨ ーロ ッパ指令 1999/5/EC （R&TTE） に準じ る 　 Class 1 の器械について
は、 どの EEA 加盟国においても制限な く 市場への参入やサービスへの導
入が可能です。

• FCC の第 15 条、 22 条、 24 条 （ア メ リ カ合衆国で適用）、 またはヨ ーロ ッパの 
1999/5/EC 指令の適用外 （その他の規制が存在する） と なる国で製品を使用する場合
は、 その国の規定に沿った認証を受ける必要があ り ます。

• 日本の電波法と電気通信事業法のコ ンプ ラ イアンス 。

– この機器は、 日本の電波法および電気通信事業法の認証を受けています。

– この機器を改造し ないで く だ さい （改造する と認証番号が無効にな り ます）。

タ イプ 周波数帯 [MHz]

GS15 1176.45

1191.795

1207.14

1227.60

1246.4375 ～ 1254.3

1561.098

1575.42

1602.4375 - 1611.5

Bluetooth 2402 - 2480

タ イプ 出力 （mW）

GNSS 受信専用

Bluetooth 5 （ク ラス 1）

タ イプ アンテナ ゲイ ン
（dBi）

コネク ター 周波数帯
（MHz）

GNSS 内部 GNSS アンテナエレ メ
ン ト （受信専用）

- - -

Bluetooth イ ン ターナル ・ マイ ク ロス
ト リ ッ プ ・ アンテナ

1.5 - -
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7.11.7 危規則

危規則 Leica Geosystems の製品はリ チウムバッ テ リーによ り電力供給されています。

リ チウムバッ テ リーは状況によ っ ては危険を もたらす事があ り ます。 特定の状況ではリ
チウムバッ テ リーは過熱され、 出火する事があ り ます。

 航空機を利用し てLeica製品を リ チウムバッ テ リーと一緒に持ち運ぶも し く は輸送
する場合は IATA Dangerous Goods Regulations を遵守する必要があ り ます。

 Leica GeosystemsはLeica製品の運び方と Leica製品の運搬の方法ガイ ド ラ イ ンを作
成し ています。 Leica 製品のどんな輸送の前に IATA Dangerous Goods Regulations
に従っていて Leica 製品が正し く 輸送できる こ と を確実にするために、 ウ ェ ブ ・
ページ （http://www.leica-geosystems. com/dgr） に関する これらのガイ ド ラ イ ン
をよ く 理解し て、 守るよ う お願いし ます。

 損害を受けたか不完全なバッ テ リーは、 航空機を利用し た輸送を禁止し ます。 し
たがって、 し たがって、 全てのバッ テ リーは輸送前に安全である事を確認し て く
だ さい。

7.12 器械の一般的テ クニカルデータ

望遠鏡

コ ンペンセイ ター

レベル

コ ン ト ロールユニ ッ ト

倍率 ： 30 x
対物レンズの有効径 ： 40 mm
合焦距離 ： 1.7 m/5.6 ft ～無限
視野 ： 1°30’/1.66 gon

2.7 m(100 m 時 )

タ イプ 設定精度 設定範囲

["] [mgon] [’] [gon]

全てのタ イプ 0.5 0.15 4 0.07

補正 : 集中型 4 軸補正
円形気泡管の感度 ： 6’/2 mm
電子レベルの分解能 ： 2"

デ ィ スプレ イ ： VGA (640 x 480pixels)、 カ ラー、 グラ フ ィ ッ ク表示
可能、 LCD、 照明付、 タ ッ チスク リーン式

キーボー ド ： 34 キー

12 フ ァ ン ク シ ョ ンキー、 12 英数字キーおよびユー
ザー設定可能なスマー ト キーを含む、 照明付

角度表示 ： 360°’"、 360°decimal、 400 gon、 6400mil、 V%
距離表示 ： m、 ft int、 ft us、 ft int inch、 ft us inch
位置 ： TM50 フ ェ イス I のみ、 TS50/MS50 両フ ェ イス ( 正

反 ) あ り
タ ッ チスク リーン ： 強化フ ィ ルム付きガラス
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本体ポー ト

本体寸法

重量

データの記録 データは、 SD カー ド または内蔵メ モ リーに記録できます。

レーザー求心

名前 解説

シ リ アル
/USB

• 電源、 通信、 データ転送用 8 ピン LEMO-1

• 器械の底部にあ り ます。

ハン ドル • リ モー ト モー ド可能の RadioHandle 用ホ ッ ト シューと SmartStation 付き
SmartAntenna Adapter。

• このポー ト は通信サイ ド カバーの上にあ り ます。

BT • 通信用の Bluetooth モジュール。

• このポー ト は通信サイ ド カバーに収納されています。

WLAN • 通信用の WLAN モジュール

• このポー ト は通信サイ ド カバーに収納されています。

005048_001

114 mm 114 mm
228 mm

174 mm

248 mm

19
6 

m
m 35

1 
m

m

器械本体 ： 7.25 kg
整準盤 ： 0.8 kg
内蔵バッ テ リー ： 0.43 kg

タ イプ 容量 [MB] MB あた りの測定回数

SD カー ド • 1024

• 8192

1750

内蔵メ モ リー • 1000 1750

タ イプ : 可視の赤色レーザー、 ク ラス 2
保存先 ： 器械の鉛直軸
精度 ： 鉛直方向からの偏差 :

器械高 1.5 m で 1.5 mm
レーザースポ ッ ト の径 ：

器械高 1.5 m で 2.5 mm
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操作

モーター駆動機構

電源

内蔵バッ テ リー

外部バッ テ リー

環境条件 温度

防水、 防塵、 防砂

湿度

3 つのエン ド レス微動ねじ : 片手や両手での手動操作に最適
ユーザー設定可能なスマー ト キー
:

手動で行う高精度な測定で使用する、 素早 く 、 正確な
ト リ ガーキー

最大加速度 : 400gon(360°)/s2
最大回転速度 ： 200gon(180°)/s
反転にかかる時間 : 2.9 秒 ( 代表値 )

外部電源電圧 ： 公称電圧 12.8VDC

範囲 12V ～ 18V
ス タ ンバイ時の電力消費量 : 0.3 W( 代表値 )
動作時の消費電力 : 8 W ( 代表値 )( 最大 40 W)

タ イプ : リ チウムイオン
電圧 ： 14.8 V
容量 ： GEB242: 5.8Ah

タ イプ : リ チウムイオン
電圧 ： 13 V
容量 ： GEB371: 19 Ah

タ イプ 動作温度 [ ℃ ] 保管温度 [ ℃ ]

全てのタ イプ -20 ～ +50 -40 ～ +70

LeicaSD カー ド、 各種
サイズ

-40 to +80 -40 to +80

内部バッ テ リー -20 ～ +55 -40 ～ +70

Bluetooth -30 to +60 -40 to +80

タ イプ 保護

全てのタ イプ IP65 (IEC 60529)

タ イプ 保護

全てのタ イプ 最大 95 ％、 結露なき こ と

定期的に器械を乾燥させる こ と で、 結露を効果的に防ぐ こ とが
できます。
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リ フ レ ク ター

ATR または PS 専用のプ リズムはあ り ません。

EGL

自動補正 次の自動補正が行われます。

7.13 縮尺補正

縮尺補正の使用 縮尺補正を入力する こ と で、 距離の比例換算を考慮に入れる こ とができます。

• 大気補正

• 平均海水面への換算

• 投影歪み

大気補正 D1 入力された pm、 mm/km 単位の縮尺補正が測定時の大気条件に対応し ている場合、 斜距
離の表示値は補正されています。

大気補正の例 ：

• 気圧調整

• 気温

• 相対湿度

最高精度の距離測定では、 大気補正を 1ppm の精度で決定する必要があ り ます。 次のパラ
メ ーターを再決定する必要があ り ます。

• 気温 ： 1°C

• 気圧 ： 3hPa

• 相対湿度 ： 20%

空気中の湿度 気温 ・ 湿度が高い気候条件では、 空気中の湿度が距離測定に影響を及ぼし ます。

高精度な測定では、 相対湿度を測定し て気圧 ・ 気温と と もに入力する必要があ り ます。

タ イプ 付加定数 （mm） ATR PS

標準プ リズム （GPR1） 0.0 可 可

ミ ニプ リズム （GMP101） +17.5 可 可

360° プ リズム、

GRZ4/GRZ122

+23.1 可 可

360° ミ ニプ リズム
（GRZ101）

+30.0 可 非推奨

リ フ レ ク ターテープ S、 M、
L

+34.4 可 不可

ノ ンプ リズム方式 +34.4 不可 不可

マシンオー ト メ ーシ ョ ン型
パワープ リズム （MPR122）

 機械制御目的専用

+28.1 可 可

動作範囲 : 5 m ～ 150 m (15 フ ィ ー ト ～ 500 フ ィ ー ト )
位置精度 ： 100m 付近で 5 ㎝ (330 フ ィ ー ト で 1.97 イ ンチ )

• 照準線誤差 • 鉛直角誤差
• チルチング軸誤差 • ス タ ンデ ィ ング軸の傾き
• 地球の曲率 • 屈折
• 旋回偏心 • ATR ゼロポイ ン ト 誤差
• コ ンペンセイ ターの指標誤差 • 望遠鏡カ メ ラゼロポイ ン ト 誤差
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湿度の補正

指数 n

指数 n は、 バレルおよびシアーズの公式によ っ て算出でき、 以下の場合に適応し ます。 

公式

D1 気象補正 [ppm]
p 大気圧 [mbar]
t 気温 [°C]
h 相対湿度 [%]


x (7.5 * t/(237.3 + t)) + 0.7857

EDM によ っ て使われる 60% 相対湿度の基本価格が保持されるならば、 計算された気象補
正における最大エ ラーは、 2ppm、 2 mm/km。

平均海水面への換算
D2

D2 の値は常に負であ り、 次の公式から導き出されます。

投影歪み D3 投影歪みの大き さは各国で使用される投影法に従 う ものであ り、 正式な表が一般に公開
されています。 次の公式は、 Gauss-Krüger 図法のよ う な円筒図法で有効です。

縮尺係数が統一されていない国では、 この公式は直接、 適用できません。

ppm 湿度の補正 [mm/km]
% 相対湿度 [%]
C° 気温 [°C]

ppm
+5

+1

+2

+3

+4

+0
-10-20 0 10 20 30 40 50 °C

100%

80%
60%

40%

20%

TS_104

タ イプ 指数 n 波長 [nm]

R2000 搭載の MS50

( 波形デジ タ イザー )

1.0002863 658

TS50/TM50(R1000)

総合 EDM( フ ェ ーズシフ ト /
システムアナラ イザー )

大気圧 p: 1013.25mbar
気温 t: 12 °C
相対湿度 h: 60%

可視赤色レーザーの場合の公式

· 10x4.126 · 10-4 · h
-

0.29535 · p
ΔD1= 286.338 -

002419_002

1

273.15

D2 平均海水面への換算 （ppm）
H EDM の標高 （m）
R 6.378 * 106m

TS_106

ΔD
2
= - 

H

R
· 10

6

D3 投影歪み （ppm）
X 東距、 縮尺係数 1 （km） で投影基準線からの距離
R 6.378 * 106m

TS_107

ΔD
3
= 

X
2

2R
2

· 10
6
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大気補正 （°C） 気温 （°C）、 気圧 （hPa）、 高度 （m）、 相対湿度 60% とい う 条件での大気補正 （ppm 単
位）。

大気補正 （°F） 気温 （°F）、 気圧 （inch Hg）、 高度 （ft）、 相対湿度 60% とい う条件での大気補正 （ppm 
単位）。

TS_108
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7.14 換算公式

測定

リ フ レ ク タータ イプ 換算公式は、 あらゆる リ フ レ ク タータ イプの測定で有効 ：

• プ リズム、 リ フ レ ク ターテープ、 および ノ ンプ リズム方式の測定

公式 器械では、 次の公式に従っ て、 斜距離、 水平距離、 高差が計算されます。

水平距離と高さ差を計算する と き、 地球湾曲 （1/R） と平均屈折係数 (k) は自動的に考慮
されます。 水平距離および高低差の計算時に、 地球の曲率 （1/R） と平均屈折係数 （k = 
0.13） が自動的に考慮されます。

a) 平均海水面
b) 器械
c) リ フ レ ク ター

斜距離
水平距離
高差

c

a

b

TS_110

斜距離表示値 （m）
D0 未補正の距離 （m）
ppm 大気の縮尺補正 （mm/km）
mm リ フ レ ク ターの付加定数 （mm） 

水平距離 （m）
高差 （m）

Y  * |sin| 
X  * cos
 鉛直目盛盤の読値
A (1 - k/2)/R = 1.47 * 10-7 [m-1]
B (1 - k)/2R = 6.83 * 10-8 [m-1]
k 0.13 （平均屈折係数）
R 6.378 * 106 m ( 地球半径 )

TS_111

= D
0 

· ( 1 + ppm · 10
-6 

) + mm 

TS_112

= Y - A · X · Y

TS_113

= X
 
+ B · Y

2
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距離計算プログラム平
均

距離計算プログラム平均では、 次の値が表示されます。

D 斜距離 （全測定値の算術平均）
s 単一測定の標準偏差
n 測定回数

上記の値は、 次のよ う に計算されます。

距離の算術平均の標準偏差  は、 次のよ う に計算されます。

斜距離 （全測定値の算術平均）
 総和
Di 単一の斜距離測定
n 測定回数

s 単一の斜距離測定の標準偏差
 総和

斜距離 （全測定値の算術平均）
Di 単一の斜距離測定
n 距離測定回数

距離の算術平均の標準偏差
s 単一測定の標準偏差
n 測定回数

TS_114

· ∑   D
i

D = 
1

n

n

i = 1

TS_115

s =

 (D
i
- D)

2

n - 1
=

D
i
2

-

n - 1

(      Di)
2∑ 

n

i = 1

∑ 
n

 

i = 1
 

∑ 
n

 

i = 1
 

1

n

TS_116

S
D 

=
n

s
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8 ソ フ ト ウ ェ アラ イセンス契約

ソ フ ト ウ ェ アラ イセン
ス契約

本製品には、 製品にプ リ イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 データ記録媒体でユーザー
に配布される ソ フ ト ウ ェ ア、 または Leica Geosystems の事前認証に基づいてユーザーが
オン ラ イ ンでダウンロー ド できる ソ フ ト ウ ェ アが含まれます。 これらのソ フ ト ウ ェ アは、
著作権およびその他の法規によ っ て保護されてお り、 その使用は Leica Geosystems のソ
フ ト ウ ェ アラ イセンス契約によ っ て定義、 規定されています。 ラ イセンス契約には 「ラ
イセンスの範囲」、 「保証」、 「知的所有権」、 「責任の範囲」、 「その他の保証の除外」、 「準
拠法および管轄裁判所」 などの内容が含まれますが、 これに限定されません。 使用者は、
いかなる場合でも Leica Geosystems のソ フ ト ウ ェ アラ イセンス契約の条件および条項に
完全に従っ て く だ さい。

この契約はすべての製品に添付し て配布される と共に、 Leica Geosystems のホームペー
ジ （http://www.leica-geosystems.com/swlicense） にも掲載されています。 また、 Leica 
Geosystems の代理店から も入手できます。

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールまたは使用は、 必ず Leica Geosystems のソ フ ト ウ ェ アラ イ
センス契約の条件および条項を読み、 同意し た上で行って下さい。 ソ フ ト ウ ェ アの全部
またはその一部でも イ ンス ト ールまたは使用し た場合は、 当該ラ イセンス契約のすべて
の条件および条項に同意し たものとみな されます。 当該ラ イセンス契約の条項の全部ま
たはその一部に同意できない場合、 このソ フ ト ウ ェ アをダウンロー ド、 イ ンス ト ール、
または使用する こ とはできません。 購入代金の全額払い戻し を受けるには、 購入後 10 日
以内に、 未使用のソ フ ト ウ ェ アに添付マニュアルと購入時の領収書を添えて、 製品を購
入し た代理店に返品し なければな り ません。

オープン ソースに関す
る情報

本製品のソ フ ト ウ ェ アには , さ まざまなオープン ・ ソース ・ ラ イセンスの下で使用が許可
された , 著作権が保護されている ソ フ ト ウ ェ アが含まれている場合があ り ます .

該当する ラ イセンスのコ ピーについて :

• 本製品と と もに提供されます ( た と えば , ソ フ ト ウ ェ アの著作権情報ウ ィ ン ド ウ内 ).

• http://opensource.leica-geosystems.com からダウンロー ド できます

も し一致し たオープン ソースラ イセンスが予見される場合は , 次のサイ ト から対応する
ソースコー ド およびその他の関連フ ァ イルを入手できます .http://opensource.leica-
geosystems.com

詳細については , opensource@leica-geosystems.com にお問い合わせ く だ さい .
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